
暮らしの応援レ・シ・ピ暮らしの応援レ・シ・ピ
旬の食材やエーコープマーク品を使ったお料理の提案です。

毎日の暮らしに必要な食料品や日用品などをご自宅までお届けする宅配サービスです。

「ご紹介キャンペーン」実施中
◎安全・安心：県内産・国産品を優先的に使用し、添加物にも配慮しています。
◎便利：週2回ご自宅へ。注文いらずの「おまかせコース」・カタログから注文「選べるコース」

安心安全 便利 JA大北 食材センター
TEL・FAX.0261-
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安心して、全てをおまかせ下さい。JA葬祭 24時間受付

JA大北

TEL.0261-26-3300

◎搬送、通夜、法事にいたるまで対応いたします。◎個人葬から社葬まで、ご予算に応じて対応いたします。
◎寺院・公民館の葬儀の料理から後片づけまで、JAの葬祭担当がお手伝いいたします。

※自宅・公民館・寺社等での出張葬も承ります。

TEL.0261- 26-3300
■式場  ■棚上げ会場  ■親族・寺社控室  ■通夜室  ■霊安室  ■70台収容駐車場  ■霊柩車・送迎用マイクロバス

ご利用の際は、上記の電話番号をご確認の上おかけ間違いのないようにご注意ください。

JAホールおおまち
JA大北

TEL.0261-62-1700JAホールまつかわ
〒398-0001  大町市平7791-6  FAX.0261-26-3301 〒399-8501  北安曇郡松川村7051-12  FAX.0261-62-1701

かあちゃんの味
そばようかん（そばの実入り） 

鍋に水・かんてんクック・そば粉を入れ、よくかき混ぜる。
上白糖を加え、弱火で木べらなどでかき混ぜる。
鍋にたっぷりの水と蕎麦の実を入れ茹でる。沸騰したら火を
止め、水を入れ替えて2度茹でし、よく水で洗っておく。
上白糖が溶け、全体に火が通り粘りが出るまで混ぜる。
火が通ったら、容器に流しいれ、冷やし、固める。

　上白糖の入れ加減で好みの甘さに調整できます。蕎麦の風味を楽しみたければ量は少なめに、甘めが好きならば多めに入れるとよい
です。蕎麦の実を弱火でゆっくりローストしてトッピングするのもおすすめです。

今月のポイント！

そば粉…100ｇ／上白糖…50ｇ（好みで多くしてもよい）
かんてんクック…4ｇ1袋／水…500ｍｌ／蕎麦の実…適量

材料（4個分）

作り方

①
②
③

④
⑤

地元の料理をＪＡ大北女性部員の

皆さんが紹介します。
今月は、美麻支部

●作り方

23-0811

なすの肉詰め揚げ

なすに含まれる「ナスニン」はなすの皮（紫色）の色素です。ナスニンは細胞やコレステロールの酸化を防ぎ、動脈硬化を予防する働きがある
といわれています。ナスニンは水に溶けやすい性質を持っていますので長い時間、水に浸すことは避けましょう。切ってすぐに調理するようであ
れば、水に浸しておく抜きをする必要はありません。

なすはへたの周りに切り込みを入れ、余計ながくを取り除きます。
①を縦半分に切り、半分の厚さになるように切り込みを入れます（切り離さないように）。
玉ねぎはみじん切りにし、Aと混ぜ合わせます。
②の切り込んだ部分に小麦粉を薄くまぶし、③をはさみます。
鍋にめんつゆを熱し、④を入れ、中火で挽肉に火が通るまで煮ます。
みょうがは千切りにします。
器に⑤を盛り、⑥を添えます。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

長なす … 2本
玉ねぎ … 1/4個

豚挽肉 … 50g
卵 … 1/4個
パン粉 … 大さじ1

小麦粉 … 少々
揚げ油 … 適量
みょうが … 1個

めんつゆ … 1/2カップ
A

●材料（2人分）

一口メモ

JA大北発 アルプスの里 ふれあい情報誌

だいほく

だいほくNEWS／女性部NEWS／営農アドバイス／ACB通信／JA直売所だより／ＪＡインフォメーション／あづみ病院「くらしの健康百科」
国営アルプスあづみの公園／アルプスサロン／ＪAまごころ宅配「暮らしの応援レシピ」／かあちゃんの味

上程された議案と説明／第53回通常総代会質疑応答内容／平成29年度事業報告／平成30年度事業計画
税務状況や事業に関する開示／自己改革への取り組み状況

No.640 72018（平成30年）

色
ん
な
人
に

農
業
に
携
わ
っ
て
ほ
し
い

Ｊ
Ａ
白
馬
地
区
園
芸
部
会

横
山
秀
和
さ
ん

第53回通常総代会開催

����

農
業

［特集］
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今
回
訪
れ
た
の
は
白
馬
村
で
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
栽
培
を
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
白
馬
地
区
園

芸
部
会
の
横
山
秀
和
さ
ん
（
40
）。現
在
、

Ｊ
Ａ
の
育
苗
ハ
ウ
ス
と
自
宅
近
く
の
ハ
ウ
ス

計
7
棟
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　
横
山
さ
ん
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始

め
て
今
年
で
7
年
目
。就
農
し
た
き
っ
か

け
に
つ
い
て
は「
元
々
は
土
建
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
た
。今
一
緒
に
栽
培
を
し
て
い
る

先
輩
方
の
勧
め
や
母
親
が
育
苗
ハ
ウ
ス
で

働
い
て
い
た
こ
と
な
ど
多
く
の
き
っ
か
け

が
結
び
つ
き
、
育
苗
後
の
ハ
ウ
ス
を
借
り
て

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
を
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
か
ら
」
と
の
こ
と
。ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培

は
や
っ
た
こ
と
が
な
く
、
最
初
は
右
も
左

も
分
か
ら
ず
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
全
く
分

か
ら
な
か
っ
た
が
、長
年
や
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ

ン
の
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、他
の

人
の
ハ
ウ
ス
を
み
て
真
似
を
し
て
み
た
り

な
ど
し
て
、
知
識
と
技
術
は
身
に
つ
け
た

と
い
い
ま
す
。「
色
々
な
方
の
栽
培
を
み
ま

し
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ『
正
解
』と
い
う

も
の
が
な
く
、
栽
培
の
仕
方
も
そ
れ
ぞ
れ

違
う
」と
話
し
ま
す
。

　
横
山
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
は
現
在
、皮
が
薄

く
、
高
糖
度
な
ミ
ニ
ト
マ
ト「
キ
ャ
ロ
ル
10
」

を
栽
培
し
て
お
り
、
今
年
は
約
2
，
2
0
0

株
定
植
し
て
い
ま
す
。昨
年
よ
り
も
定
植

面
積
を
増
や
し
た
そ
う
で
「
最
年
長
で
取

り
組
ん
で
い
る
方
が
約
1
，2
0
0
株
近
く

栽
培
し
て
い
る
。自
分
は
そ
の
倍
や
ら
な
き

ゃ
と
思
っ
て
い
る
」
と
意
気
込
み
を
話
す
一

方
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は「
自
分
が
で

き
る
範
囲
で
や
っ
て
い
き
た
い
。無
理
は
し

ま
せ
ん
」と
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
横
山
さ
ん
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
他
に
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

そ
う
で
、
実
際
に
直
売
所
に
も
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　
他
に
も
、
農
閑
期
の
冬
に
は
ス
キ
ー
の

コ
ー
チ
な
ど
も
や
っ
て
い
る
そ
う
で
「
気
分

的
に
は
毎
日
が
日
曜
日
で
す
。毎
日
、
明

日
は
何
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。家

で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
毎
日
違
う
事
を
や
っ
て
い
ま
す
ね

（
笑
）」
と
話
し
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
と
い
う
。

　
今
後
の
農
業
に
つ
い
て
横
山
さ
ん
は「
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
に
携
わ
っ
て
い
る
若
い
農

家
も
多
い
。今
後
も
若
い
人
が
栽
培
に
携

わ
っ
て
く
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
。大
き
く

な
く
て
も
い
い
か
ら
小
さ
な
耕
作
地
で
、

何
か
の
片
手
間
に
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
。出

荷
先
も
整
っ
て
い
る
の
で
、多
く
の
人
が
出

荷
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。そ
こ
か
ら
農

業
へ
の
興
味
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
で

す
ね
。」と
期
待
を
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

色
ん
な
人
に

　
農
業
に
携
わ
っ
て
ほ
し
い

﹇
担
当
営
農
指
導
員
か
ら
の一言
﹈

北
部
営
農
セ
ン
タ
ー  

布
野
あ
ゆ
み

写真＝1（中央）ミニトマトのわき芽を摘む横山さん。

写真＝2（左下）順調に育っているミニトマトの苗。収穫は8月中旬頃を予定している。収
穫されたミニトマトは主に中京方面へ出荷され、その高品質さから「白
馬ブランド」として人気があるという。

写真＝3（右下）「ハウスから見える白馬の景色は結構好きです」と話す横山さん。現在
のハウス数は30棟。17人の農家が生産をしている。

　
白
馬
で
は
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
後

利
用
で
多
く
の
方
が
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。横
山
さ
ん

は
今
年
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
面
積

を
増
や
し
、
ア
ス
パ
ラ
の
栽
培
に

も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い

ま
す
。

　
自
分
も
日
々
勉
強
し
、
生
産

者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
栽
培

に
取
り
組
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

����

Ｊ
Ａ
白
馬
地
区
園
芸
部
会  

横
山
秀
和
さ
ん

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、大
北
地
域
で
日
々
農
業
に
い
そ
し
む
若
手
農
家
の
皆
さ
ん
を
、毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
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当
J
A
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー
小
谷
セ
ン
タ
ー
は
5
月

22
日
、小
谷
村
の
小
谷
保
育
園
に
ミ
ニ
ト
マ
ト「
ア
イ
コ
」

の
苗
を
贈
り
ま
し
た
。
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
昨
年

に
続
き
3
回
目
。
こ
の
日
は
同
セ
ン
タ
ー
の
青
木
剛
司

営
農
指
導
員
と
当
J
A
お
た
り
地
区
の
千
國
日
出
子
理

事
が
同
園
を
訪
れ
、
年
長
園
児
と
保
護
者
20
人
に
植
え

方
や
育
て
方
を
指
導
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
に
苗
を
植

え
ま
し
た
。
園
で
は
育
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
観
察
し
な

が
ら
収
穫
体
験
す
る
予
定
で
す
。

　
白
馬
村
の
八
方
尾
根
観
光
協
会
は
、
地
元
産
の
酒
造

好
適
米
を
原
料
に
す
る
「
日
本
酒
造
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
2
年
目
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
5
月
19
日
、
同
村

野
平
地
区
の
棚
田
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
村
を
訪
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
観
光
客
に
日
本
酒
の
人
気
が
あ
る
こ
と

か
ら
企
画
。
誕
生
し
た
日
本
酒
「
白
馬
八
方
黒
菱
」
は
、

2
月
1
日
か
ら
約
1
0
0
0
本
を
限
定
販
売
し
、
数
日

で
完
売
し
ま
し
た
。
棚
田
で
の
田
植
え
に
は
、
公
募
で

集
ま
っ
た
国
内
外
の
希
望
者
や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

白
馬
高
校
の
生
徒
、
J
A
関
係
者
ら
1
0
0
人
が
参
加
。

参
加
者
は
、
J
A
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
田
に

入
り
苗
を
手

植
え
し
ま
し

た
。
東
京
都

か
ら
訪
れ
た

家
族
は
「
手

植
え
の
良
さ

を
感
じ
た
。

収
穫
が
楽
し

み
」
と
話
し

て
い
ま
し

た
。

　
松
川
村
農
業
委
員
会
と
同
村
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
村
の
子
ど
も
た
ち
に
食
農
教
育
を
実
践
す
る
目
的

で
主
催
し
て
い
る
「
安
曇
野
ま
つ
か
わ
農
業
小
学
校
」

は
5
月
16
日
、
同
農
業
小
学
校
が
管
理
す
る
畑
に
同
村

保
育
園
の
年
長
園
児
約
30
人
を
招
き
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
苗
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
植
え
た
の
は

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
の
品
種
イ
エ
ロ
ー
ポ
ッ
プ
の
苗

1
0
0
本
。
園
児
た
ち
は
同
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
か
ら

苗
の
植
え
方
を
教
わ
り
な
が
ら
1
本
1
本
植
え
ま
し

た
。
参
加
し
た
園
児
は
「
植
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

お
い
し
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
J
A
ホ
ー
ル
ま
つ
か
わ
で
6
月
17
日
、
J
A
ホ
ー
ル

お
お
ま
ち
で
6
月
23
日
、
新
盆
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
ま
し

た
。
盆
提
灯
展
示
、
新
盆
用
ギ
フ
ト
展
示
、
仏
具
用
品

展
示
、
法
事
料
理
相
談
の
ほ
か
、
松
川
村
の
税
理
士
西

山
秀
一
事
務
所
所
長
の
西
山
秀
一
氏
に
よ
る
無
料
の
相

続
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
相
続

の
手
続
き
や
流
れ
な
ど
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月

中
旬
に
は
J
A
ホ
ー
ル
ま
つ
か
わ
で
人
形
供
養
祭
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
農

畜
産
物
ブ
ラ
ン
ド
運
営

委
員
会
は
6
月
9
日
、

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ

ン
ド
の
認
定
品
数
が

1
0
0
品
目
に
達
し
た

こ
と
を
受
け
、
大
町
市

の
J
A
本
所
会
館
で
記

念
式
典
を
開
き
ま
し
た
。
市
町
村
の
担
当
者
、
農
業
関

係
者
ら
1
3
0
人
が
参
加
。
同
ブ
ラ
ン
ド
は
、
大
北
地

域
産
の
農
畜
産
物
や
加
工
品
で
特
に
優
れ
た
も
の
を
同

委
員
会
が
認
定
し
て
い
ま
す
。
式
典
で
、
同
委
員
会
の

宮
澤
敏
文
会
長
は
「
1
0
0
品
目
達
成
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
総
力
結
集
を

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

功
労
者
表

彰
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
創
立
や
委
員
会
運
営
な
ど
で
功
績

を
残
し
た
8
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
同
ブ
ラ
ン
ド
は
今

後
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
品
を
使
っ
た
Ｂ
級
グ

ル
メ
を
各
市
町
村
の
店
舗
で
提
供
し
、
修
学
旅
行
な
ど

の
誘
客
な
ど
観
光
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
ま
す
。

　
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
扇
田
　
孝
之
▼
鹿
田
　
均
▼
太
田
　
紘
熙
▼
勝
山
　

隆
之
▼
渡
邉
　
充
子
▼
北
原
　
富
裕
▼
塩
島
　
和
子
▼

恵
崎
　
良
太
郎

　
当
J
A
女
性
農
業
大
学
8
期
生
は
6
月
15
日
、
大
町

市
の
当
J
A
本
所
調
理
室
で
「
簡
単
燻
製
料
理
・
ポ
リ

袋
を
使
っ
た
料
理
講
座
」
を
開
き
ま
し
た
。
講
座
に
は

16
人
が
参
加
。
安
曇
野
市
在
住
の
シ
ニ
ア
ソ
ム
リ
エ
・

食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
野
彩
子
さ
ん
を
講
師
に
、

鮭
の
切
り
身
と
鶏
モ
モ
肉
の
燻
製
や
デ
ザ
ー
ト
の
ポ
リ

袋
を
使
っ
た
簡
単
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
の
作
り
方
を
学
び

ま
し
た
。
参
加
し
た
受
講
生
は
「
簡
単
に
本
格
的
な
味

の
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
家
で
も
作
っ
て
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
お
お
ま
ち
・

ま
つ
か
わ
新
盆
フ
ェ
ア
開
催

相
続
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催

1
0
0
品
目
達
成

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
1
0
0
品
目
達
成
記
念
式
典

簡
単
！
本
格
燻
製
料
理
学
ぶ

女
性
農
業
大
学
8
期
生

酒
造
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
弾
始
動

み
ん
な
で
田
植
え

小
谷
保
育
園
食
育
教
室

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
定
植

だいほくNEWS

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
定
植

安
曇
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ま
つ
か
わ
農
業
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司
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と
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、
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20
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植
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や
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て
方
を
指
導
し
な
が
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プ
ラ
ン
タ
ー
に
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を
植

え
ま
し
た
。
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で
は
育
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
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を
観
察
し
な

が
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収
穫
体
験
す
る
予
定
で
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好
適
米
を
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に
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「
日
本
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造
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」

の
2
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目
の
活
動
を
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め
ま
し
た
。
5
月
19
日
、
同
村

野
平
地
区
の
棚
田
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
村
を
訪
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
外
国
人
観
光
客
に
日
本
酒
の
人
気
が
あ
る
こ
と

か
ら
企
画
。
誕
生
し
た
日
本
酒
「
白
馬
八
方
黒
菱
」
は
、

2
月
1
日
か
ら
約
1
0
0
0
本
を
限
定
販
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し
、
数
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で
完
売
し
ま
し
た
。
棚
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で
の
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植
え
に
は
、
公
募
で

集
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た
国
内
外
の
希
望
者
や
地
元
ボ
ラ
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ィ
ア
、

白
馬
高
校
の
生
徒
、
J
A
関
係
者
ら
1
0
0
人
が
参
加
。

参
加
者
は
、
J
A
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
田
に

入
り
苗
を
手

植
え
し
ま
し

た
。
東
京
都

か
ら
訪
れ
た

家
族
は
「
手

植
え
の
良
さ

を
感
じ
た
。

収
穫
が
楽
し

み
」
と
話
し

て
い
ま
し

た
。

　
松
川
村
農
業
委
員
会
と
同
村
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
村
の
子
ど
も
た
ち
に
食
農
教
育
を
実
践
す
る
目
的

で
主
催
し
て
い
る
「
安
曇
野
ま
つ
か
わ
農
業
小
学
校
」

は
5
月
16
日
、
同
農
業
小
学
校
が
管
理
す
る
畑
に
同
村

保
育
園
の
年
長
園
児
約
30
人
を
招
き
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
苗
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
植
え
た
の
は

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
の
品
種
イ
エ
ロ
ー
ポ
ッ
プ
の
苗

1
0
0
本
。
園
児
た
ち
は
同
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
か
ら

苗
の
植
え
方
を
教
わ
り
な
が
ら
1
本
1
本
植
え
ま
し

た
。
参
加
し
た
園
児
は
「
植
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

お
い
し
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
J
A
ホ
ー
ル
ま
つ
か
わ
で
6
月
17
日
、
J
A
ホ
ー
ル

お
お
ま
ち
で
6
月
23
日
、
新
盆
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
ま
し

た
。
盆
提
灯
展
示
、
新
盆
用
ギ
フ
ト
展
示
、
仏
具
用
品

展
示
、
法
事
料
理
相
談
の
ほ
か
、
松
川
村
の
税
理
士
西

山
秀
一
事
務
所
所
長
の
西
山
秀
一
氏
に
よ
る
無
料
の
相

続
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
相
続

の
手
続
き
や
流
れ
な
ど
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月

中
旬
に
は
J
A
ホ
ー
ル
ま
つ
か
わ
で
人
形
供
養
祭
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
農

畜
産
物
ブ
ラ
ン
ド
運
営

委
員
会
は
6
月
9
日
、

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ

ン
ド
の
認
定
品
数
が

1
0
0
品
目
に
達
し
た

こ
と
を
受
け
、
大
町
市

の
J
A
本
所
会
館
で
記

念
式
典
を
開
き
ま
し
た
。
市
町
村
の
担
当
者
、
農
業
関

係
者
ら
1
3
0
人
が
参
加
。
同
ブ
ラ
ン
ド
は
、
大
北
地

域
産
の
農
畜
産
物
や
加
工
品
で
特
に
優
れ
た
も
の
を
同

委
員
会
が
認
定
し
て
い
ま
す
。
式
典
で
、
同
委
員
会
の

宮
澤
敏
文
会
長
は
「
1
0
0
品
目
達
成
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
総
力
結
集
を

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

功
労
者
表

彰
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
創
立
や
委
員
会
運
営
な
ど
で
功
績

を
残
し
た
8
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
同
ブ
ラ
ン
ド
は
今

後
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
品
を
使
っ
た
Ｂ
級
グ

ル
メ
を
各
市
町
村
の
店
舗
で
提
供
し
、
修
学
旅
行
な
ど

の
誘
客
な
ど
観
光
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
ま
す
。

　
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
扇
田
　
孝
之
▼
鹿
田
　
均
▼
太
田
　
紘
熙
▼
勝
山
　

隆
之
▼
渡
邉
　
充
子
▼
北
原
　
富
裕
▼
塩
島
　
和
子
▼

恵
崎
　
良
太
郎

　
当
J
A
女
性
農
業
大
学
8
期
生
は
6
月
15
日
、
大
町

市
の
当
J
A
本
所
調
理
室
で
「
簡
単
燻
製
料
理
・
ポ
リ

袋
を
使
っ
た
料
理
講
座
」
を
開
き
ま
し
た
。
講
座
に
は

16
人
が
参
加
。
安
曇
野
市
在
住
の
シ
ニ
ア
ソ
ム
リ
エ
・

食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
野
彩
子
さ
ん
を
講
師
に
、

鮭
の
切
り
身
と
鶏
モ
モ
肉
の
燻
製
や
デ
ザ
ー
ト
の
ポ
リ

袋
を
使
っ
た
簡
単
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
の
作
り
方
を
学
び

ま
し
た
。
参
加
し
た
受
講
生
は
「
簡
単
に
本
格
的
な
味

の
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
家
で
も
作
っ
て
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
お
お
ま
ち
・

ま
つ
か
わ
新
盆
フ
ェ
ア
開
催

相
続
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催

1
0
0
品
目
達
成

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
1
0
0
品
目
達
成
記
念
式
典

簡
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！
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燻
製
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業
大
学
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期
生
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造
り
プ
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ト
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動
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な
で
田
植
え

小
谷
保
育
園
食
育
教
室

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
定
植
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女
性
部
松
川
支
部
は
6
月
7
日
、

松
川
村
の
松
川
婦
人
の
家
で
フ
ル
ー

ツ
カ
ッ
ト
盛
り
・
お
刺
身
の
盛
り
皿

講
座
を
開
き

ま
し
た
。
部

員
13
人
が
参

加
。
こ
の
日

は
と
き
わ
支

所
の
藤
澤
賢

二
所
長
と
松

川
支
所
の
佐

藤
茂
幸
係
長

を
講
師
に
そ

れ
ぞ
れ
の
盛

り
方
を
学
び

ま
し
た
。
ま

た
実
際
に
1

人
一
皿
盛
り

付
け
を
行
い
、

部
員
た
ち
は

「
難
し
い
」
と

話
し
な
が
ら

も
巧
み
に
包

丁
を
動
か
し

完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

ひ
と
手
間
で
美
味
し
く
！

フ
ル
ー
ツ
や
お
刺
身
の
盛
り
方
学
ぶ

　
女
性
部
美
麻
支
部
と
平
支
部
は
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
美

麻
支
部
は
6
月
6
日
、
平
支
部
は
6
月

13
日
に
支
所

祭
の
中
で
行

い
ま
し
た
。

J
A
フ
ァ
ー

ム
の
職
員
を

講

師

に
、

色
々
な
花
を

使
っ
た
鉢
の

寄
せ
植
え
を

学
び
ま
し

た
。
ま
た
花

や
寄
せ
植
え

に
使
う
土
な

ど
の
販
売
も

行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
も
そ

の
場
で
寄
せ

植
え
を
楽
し

ん
で
い
ま
し

た
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
で

寄
せ
植
え
学
ぶ

女
性
部
美
麻
・
平
支
部

　
女
性
部
中
土
支
部
は
6
月
15
日
、
小

谷
村
の
中
土
支
所
で
フ
ェ
ル
ト
手
芸
講

座
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
部
員
9

人
が
参
加
。
同
支
部
の
部
員
を
講
師
に

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
た
バ
ッ
グ
の
作
り
方

を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
部
員
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
バ
ッ
グ
を
完
成
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
た
手
芸
学
ぶ

女
性
部
中
土
支
部

　
当
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
課
は
6
月
12
日
、

管
内
の
中
高
年
者
を
対
象
に
生
き
が
い

づ
く
り
を
提
案
す
る「
は
つ
ら
つ
講
座
」

の
第
2
回
講
座
を
当
J
A
本
所
会
館
で

開
き
ま
し
た
。
大
北
管
内
か
ら
35
人
が

参
加
。
午
前
は
女
性
部
と
き
わ
支
部
員

を
講
師
に
米
粉
お
や
き
づ
く
り
、
午
後

は
白
馬
村
の
前
田
千
恵
さ
ん
を
講
師
に

「
軽
体
操
」
と
し
て
ヨ
ガ
を
学
び
ま
し

た
。
ヨ
ガ
で
は
「
普
段
使
わ
な
い
筋
肉

が
動
か
せ
た
」
と
話
し
、
体
と
心
を
癒

し
て
い
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
講
座
2
回
目
開
催

米
粉
お
や
き
づ
く
り・ヨ
ガ
を
学
ぶ

女性部

　
女
性
部
神

城
支
部
は
6

月
18
日
、
白

馬
村
の
「
白

馬
ガ
ラ
ス
工

房
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」

で
ガ
ラ
ス
細

工
「
と
ん
ぼ

玉
」
づ
く
り

体
験
を
行
い

ま
し
た
。
部

員
12
人
が
参

加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の

イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
と

ん
ぼ
玉
を
作
り
ま
し
た
。

と
ん
ぼ
玉
は
、
ガ
ラ
ス

棒
を
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で

溶
か
し
、
ス
テ
ン
レ
ス

の
棒
に
巻
き
つ
け
、
そ

れ
を
火
の
中
で
形
を
整

え
、
花
や
水
玉
・
ハ
ー

ト
な
ど
の
模
様
を
つ
け

て
冷
ま
し
た
ら
完
成
し
ま
す
。
参
加
し
た
部
員
は
完
成

後
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
し
て
身
に
つ
け
、

お
互
い
に「
そ
の
色
き
れ
い
」な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
美
麻
支
部
は
6
月
1
日
、
大
町
市
立
美
麻
小

中
学
校
の
田
植
え
に
協
力
し
、
田
植
え
の
仕
方
や
郷
土

料
理
に
つ
い
て
教
え
ま
し
た
。
同
校
の
5
年
生
11
人
が

参
加
。
3
ア
ー
ル
の
棚
田
に
、
も
ち
米
の
苗
を
手
植
え

し
ま
し
た
。
田
植
え
後
に
は
女
性
部
員
が
、
き
な
こ
お

む
す
び
、
そ
ば
よ
う
か
ん
な
ど
6
品
の
郷
土
料
理
を
お

こ
ひ
る
（
お
や
つ
）
と
し
て
提
供
し
、
作
り
方
や
名
前

の
由
来
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
児
童
は
「
楽
し
か
っ

た
。
い
い
お
米
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
同
支
部
の
酒
井
美
恵
子
支
部
長
は
「
支
部
で
は
初

め
て
の
活
動
。
今
後
は
収
穫
か
ら
調
理
ま
で
携
わ
る
予

定
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
　

　
女
性
部
と
き
わ
支
部
は
6
月
8
日
、
大
町
市
の
農
産

物
直
売
所
え
え
っ
こ
の
里
で
「
エ
ー
コ
ー
プ
の
酢
」
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。
支
部
で
は
初
め
て
の
試
み
。
午

前
、
午
後
の
2
回
開
き
、
約
55
人
が
参
加
。
醸
造
元
の

大
興
産
業
の
担
当
者
を
講
師
に
、
酢
を
使
っ
た
漬
物
の

作
り
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
酢
の
特
徴
や
使
い
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
参
加
者
は「
試
食
し
た
野
菜
は
お
い
し
か
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
酢
を
買
っ
て
、
家
で
も
作
っ
て
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
支
部
で
は
「
今
回
の
講
習

会
を
通
し
て
、
直
売
所
の
野
菜
の
購
入
な
ど
に
も
つ
な

が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

児
童
と
田
植
え

女
性
部
美
麻
支
部

綺
麗
な
と
ん
ぼ
玉
つ
く
ろ
う

女
性
部
神
城
支
部

直
売
所
で「
エ
ー
コ
ー
プ
の
酢
」講
習
会
開
く

女
性
部
と
き
わ
支
部◎

ふ
れ
あ
い
事
業
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女
性
部
松
川
支
部
は
6
月
7
日
、

松
川
村
の
松
川
婦
人
の
家
で
フ
ル
ー

ツ
カ
ッ
ト
盛
り
・
お
刺
身
の
盛
り
皿

講
座
を
開
き

ま
し
た
。
部

員
13
人
が
参

加
。
こ
の
日

は
と
き
わ
支

所
の
藤
澤
賢

二
所
長
と
松

川
支
所
の
佐

藤
茂
幸
係
長

を
講
師
に
そ

れ
ぞ
れ
の
盛

り
方
を
学
び

ま
し
た
。
ま

た
実
際
に
1

人
一
皿
盛
り

付
け
を
行
い
、

部
員
た
ち
は

「
難
し
い
」
と

話
し
な
が
ら

も
巧
み
に
包

丁
を
動
か
し

完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

ひ
と
手
間
で
美
味
し
く
！

フ
ル
ー
ツ
や
お
刺
身
の
盛
り
方
学
ぶ

　
女
性
部
美
麻
支
部
と
平
支
部
は
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
美

麻
支
部
は
6
月
6
日
、
平
支
部
は
6
月

13
日
に
支
所

祭
の
中
で
行

い
ま
し
た
。

J
A
フ
ァ
ー

ム
の
職
員
を

講

師

に
、

色
々
な
花
を

使
っ
た
鉢
の

寄
せ
植
え
を

学
び
ま
し

た
。
ま
た
花

や
寄
せ
植
え

に
使
う
土
な

ど
の
販
売
も

行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
も
そ

の
場
で
寄
せ

植
え
を
楽
し

ん
で
い
ま
し

た
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
で

寄
せ
植
え
学
ぶ

女
性
部
美
麻
・
平
支
部

　
女
性
部
中
土
支
部
は
6
月
15
日
、
小

谷
村
の
中
土
支
所
で
フ
ェ
ル
ト
手
芸
講

座
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
部
員
9

人
が
参
加
。
同
支
部
の
部
員
を
講
師
に

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
た
バ
ッ
グ
の
作
り
方

を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
部
員
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
バ
ッ
グ
を
完
成
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
た
手
芸
学
ぶ

女
性
部
中
土
支
部

　
当
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
課
は
6
月
12
日
、

管
内
の
中
高
年
者
を
対
象
に
生
き
が
い

づ
く
り
を
提
案
す
る「
は
つ
ら
つ
講
座
」

の
第
2
回
講
座
を
当
J
A
本
所
会
館
で

開
き
ま
し
た
。
大
北
管
内
か
ら
35
人
が

参
加
。
午
前
は
女
性
部
と
き
わ
支
部
員

を
講
師
に
米
粉
お
や
き
づ
く
り
、
午
後

は
白
馬
村
の
前
田
千
恵
さ
ん
を
講
師
に

「
軽
体
操
」
と
し
て
ヨ
ガ
を
学
び
ま
し

た
。
ヨ
ガ
で
は
「
普
段
使
わ
な
い
筋
肉

が
動
か
せ
た
」
と
話
し
、
体
と
心
を
癒

し
て
い
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
講
座
2
回
目
開
催

米
粉
お
や
き
づ
く
り・ヨ
ガ
を
学
ぶ

女性部

　
女
性
部
神

城
支
部
は
6

月
18
日
、
白

馬
村
の
「
白

馬
ガ
ラ
ス
工

房
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」

で
ガ
ラ
ス
細

工
「
と
ん
ぼ

玉
」
づ
く
り

体
験
を
行
い

ま
し
た
。
部

員
12
人
が
参

加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の

イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
と

ん
ぼ
玉
を
作
り
ま
し
た
。

と
ん
ぼ
玉
は
、
ガ
ラ
ス

棒
を
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で

溶
か
し
、
ス
テ
ン
レ
ス

の
棒
に
巻
き
つ
け
、
そ

れ
を
火
の
中
で
形
を
整

え
、
花
や
水
玉
・
ハ
ー

ト
な
ど
の
模
様
を
つ
け

て
冷
ま
し
た
ら
完
成
し
ま
す
。
参
加
し
た
部
員
は
完
成

後
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
し
て
身
に
つ
け
、

お
互
い
に「
そ
の
色
き
れ
い
」な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
美
麻
支
部
は
6
月
1
日
、
大
町
市
立
美
麻
小

中
学
校
の
田
植
え
に
協
力
し
、
田
植
え
の
仕
方
や
郷
土

料
理
に
つ
い
て
教
え
ま
し
た
。
同
校
の
5
年
生
11
人
が

参
加
。
3
ア
ー
ル
の
棚
田
に
、
も
ち
米
の
苗
を
手
植
え

し
ま
し
た
。
田
植
え
後
に
は
女
性
部
員
が
、
き
な
こ
お

む
す
び
、
そ
ば
よ
う
か
ん
な
ど
6
品
の
郷
土
料
理
を
お

こ
ひ
る
（
お
や
つ
）
と
し
て
提
供
し
、
作
り
方
や
名
前

の
由
来
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
児
童
は
「
楽
し
か
っ

た
。
い
い
お
米
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
同
支
部
の
酒
井
美
恵
子
支
部
長
は
「
支
部
で
は
初

め
て
の
活
動
。
今
後
は
収
穫
か
ら
調
理
ま
で
携
わ
る
予

定
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
　

　
女
性
部
と
き
わ
支
部
は
6
月
8
日
、
大
町
市
の
農
産

物
直
売
所
え
え
っ
こ
の
里
で
「
エ
ー
コ
ー
プ
の
酢
」
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。
支
部
で
は
初
め
て
の
試
み
。
午

前
、
午
後
の
2
回
開
き
、
約
55
人
が
参
加
。
醸
造
元
の

大
興
産
業
の
担
当
者
を
講
師
に
、
酢
を
使
っ
た
漬
物
の

作
り
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
酢
の
特
徴
や
使
い
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
参
加
者
は「
試
食
し
た
野
菜
は
お
い
し
か
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
酢
を
買
っ
て
、
家
で
も
作
っ
て
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
支
部
で
は
「
今
回
の
講
習

会
を
通
し
て
、
直
売
所
の
野
菜
の
購
入
な
ど
に
も
つ
な

が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

児
童
と
田
植
え

女
性
部
美
麻
支
部

綺
麗
な
と
ん
ぼ
玉
つ
く
ろ
う

女
性
部
神
城
支
部

直
売
所
で「
エ
ー
コ
ー
プ
の
酢
」講
習
会
開
く

女
性
部
と
き
わ
支
部◎

ふ
れ
あ
い
事
業
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（
総
代
数
5
0
7
名
）

本
人
出
席
　2
4
3
名

　書
面
出
席
　2
2
5
名

　
　計   

4
6
8
名

 

▽
第
1
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て

◎
報
告
事
項
1

平
成
29
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注

記
表
及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監

査
報
告
に
つ
い
て

　
各
事
業
実
績
、剰
余
金
処
分
案
、貸
借
対
照

表
、損
益
計
算
書
に
つい
て
は
12
〜
13
ペ
ー
ジ
に

記
載
。

▽
第
2
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
計
画
の

設
定
に
つ
い
て

　
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
に

記
載
。

▽
第
3
号
議
案

平
成
30
年
度
賦
課
金
の
額
、賦
課
の
方
法
、徴

収
の
時
期
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

1 

賦
課
金
の
額
及
び
賦
課
の
方
法

正
組
合
員
戸
数
割

正
組
合
員
　
1
戸
当
り
1
，0
0
0
円
 

農
業
生
産
法
人
等
耕
作
面
積
割
 

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
2
0
，0
0
0
円
、
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
3
0
，0
0
0

円
、30
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
5
0
，0
0
0
円
 

⑴
賦
課
の
基
準
日
は
平
成
30
年
９
月
１
日
現 

　
在
と
す
る
。

2 

徴
収
の
時
期
及
び
徴
収
方
法

⑴
徴
収
時
期
は
12
月
末
日
ま
で
と
す
る
。

⑵
徴
収
方
法
は
現
金
又
は
組
合
員
の
貯
金
口

　
座
よ
り
振
替
を
原
則
と
す
る
。

▽
第
4
号
議
案

平
成
30
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
決
定
に
つ
い
て

　
役
員
の
報
酬
等
に
つい
て
は
組
合
員
代
表
者

及
び
学
識
経
験
者
3
名
か
ら
構
成
さ
れ
る「
役

員
等
報
酬
審
議
会
」を
設
置
し
、そ
こ
で
昨
年

度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、経
済
情
勢
の

変
化
等
を
検
討
し
て
出
さ
れ
た「
平
成
30
年
度

の
役
員
の
報
酬
等
に
か
か
る
答
申
」を
踏
ま

え
、理
事
の
報
酬
額
は
総
額
4
，6
3
6
万
円

以
内
、監
事
の
報
酬
額
は
1
，2
7
2
万
円
以

内
と
し
、各
理
事
の
報
酬
額
に
つい
て
は
そ
の
範

囲
内
に
お
い
て
理
事
会
に一任
す
る
。各
監
事
報

酬
額
に
つい
て
は
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
監
事
の

協
議
に一任
す
る
。

▽
第
5
号
議
案

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
改
正
農
業
協
同
組
合
法
に
よ
り
、

経
過
措
置
と
さ
れ
て
い
た
会
計
監
査
人
の
設

置
、中
央
会
に
関
す
る
規
程
の
削
除
、ま
た
、休

眠
預
金
等
活
用
法
施
行
に
伴
い
、農
業
協
同
組

合
模
範
定
款
例
の一部
変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

▽
第
6
号
議
案

監
事
監
査
規
程
の
全
部
改
定
に
つ
い
て

平
成
27
年
に
改
正
さ
れ
た
農
協
法
に
基
づ
き
、

平
成
31
年
度
か
ら
会
社
法
監
査
に
準
拠
し
た

会
計
監
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。会

計
監
査
人
の
監
査
の
導
入
に
伴
い
、監
事
監
査

の
実
効
性
確
保
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、こ
の
よ
う
な
監
事
を
取
り
巻

く
様
々
な
環
境
変
化
に
対
応
す
る
監
事
監
査

規
程
の
全
部
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
第
7
号
議
案

信
用
事
業
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

　
民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠

預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律

（
平
成
28
年
法
律
第
1
0
1
号
）が
平
成
30
年

1
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、事

業
と
し
て
、預
金
保
険
機
構
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
行
う
休
眠
預
金
等
代
替
金
の
支
払
等
に

係
る
業
務
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、員
外
貸

出
に
か
か
る
「
地
区
内
に
事
業
所
が
あ
る
こ

と
」の
要
件
を
追
加
す
る
ほ
か
、そ
の
他
所
要

の
規
定
に
つ
い
て
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

附
帯
決
議
案

　
決
議
事
項
の
う
ち
、権
利
義
務
に
関
係
し

な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
誤
算
、誤
字
の

訂
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
又

は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
場
合
に
は
、必

要
な
字
句
の
修
正
を
す
る
こ
と
を
理
事
会
に一

任
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

総
代
会
出
席
者

第
53
回
通
常
総
代
会

上
程
さ
れ
た
全
議
案
と
説
明

◎
報
告
事
項
2

自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
16
〜
17
ペ
ー
ジ

に
記
載
。

◎
報
告
事
項
3

農
政
活
動
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
大
北
農
政
協
議
会
の
平
成
29
年
度
活

動
報
告
、同
年
度
収
支
決
算
書
、平
成
30
年
度

農
政
活
動
計
画
、収
支
予
算
書
に
つい
て
。

◎
報
告
事
項
4

労
働
保
険
組
合
の
労
働
保
険
料
そ
の
他
の
徴

収
金
の
徴
収
、納
付
状
況
に
つ
い
て

　（
平
成
29
年
3
月
1
日
〜
平
成
30
年
２
月

28
日
ま
で
）

　
平
成
29
年
度
取
扱
保
険
料
：
5
，2
2
4
，

2
1
6
円
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7

（
総
代
数
5
0
7
名
）

本
人
出
席
　2
4
3
名

　書
面
出
席
　2
2
5
名

　
　計   

4
6
8
名

 

▽
第
1
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、剰
余
金
処
分
案
の

承
認
に
つ
い
て

◎
報
告
事
項
1

平
成
29
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注

記
表
及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監

査
報
告
に
つ
い
て

　
各
事
業
実
績
、剰
余
金
処
分
案
、貸
借
対
照

表
、損
益
計
算
書
に
つい
て
は
12
〜
13
ペ
ー
ジ
に

記
載
。

▽
第
2
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
計
画
の

設
定
に
つ
い
て

　
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
に

記
載
。

▽
第
3
号
議
案

平
成
30
年
度
賦
課
金
の
額
、賦
課
の
方
法
、徴

収
の
時
期
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

1 

賦
課
金
の
額
及
び
賦
課
の
方
法

正
組
合
員
戸
数
割

正
組
合
員
　
1
戸
当
り
1
，0
0
0
円
 

農
業
生
産
法
人
等
耕
作
面
積
割
 

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
2
0
，0
0
0
円
、
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
3
0
，0
0
0

円
、30
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
5
0
，0
0
0
円
 

⑴
賦
課
の
基
準
日
は
平
成
30
年
９
月
１
日
現 

　
在
と
す
る
。

2 

徴
収
の
時
期
及
び
徴
収
方
法

⑴
徴
収
時
期
は
12
月
末
日
ま
で
と
す
る
。

⑵
徴
収
方
法
は
現
金
又
は
組
合
員
の
貯
金
口

　
座
よ
り
振
替
を
原
則
と
す
る
。

▽
第
4
号
議
案

平
成
30
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
決
定
に
つ
い
て

　
役
員
の
報
酬
等
に
つい
て
は
組
合
員
代
表
者

及
び
学
識
経
験
者
3
名
か
ら
構
成
さ
れ
る「
役

員
等
報
酬
審
議
会
」を
設
置
し
、そ
こ
で
昨
年

度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、経
済
情
勢
の

変
化
等
を
検
討
し
て
出
さ
れ
た「
平
成
30
年
度

の
役
員
の
報
酬
等
に
か
か
る
答
申
」を
踏
ま

え
、理
事
の
報
酬
額
は
総
額
4
，6
3
6
万
円

以
内
、監
事
の
報
酬
額
は
1
，2
7
2
万
円
以

内
と
し
、各
理
事
の
報
酬
額
に
つい
て
は
そ
の
範

囲
内
に
お
い
て
理
事
会
に一任
す
る
。各
監
事
報

酬
額
に
つい
て
は
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
監
事
の

協
議
に一任
す
る
。

▽
第
5
号
議
案

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
改
正
農
業
協
同
組
合
法
に
よ
り
、

経
過
措
置
と
さ
れ
て
い
た
会
計
監
査
人
の
設

置
、中
央
会
に
関
す
る
規
程
の
削
除
、ま
た
、休

眠
預
金
等
活
用
法
施
行
に
伴
い
、農
業
協
同
組

合
模
範
定
款
例
の一部
変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

▽
第
6
号
議
案

監
事
監
査
規
程
の
全
部
改
定
に
つ
い
て

平
成
27
年
に
改
正
さ
れ
た
農
協
法
に
基
づ
き
、

平
成
31
年
度
か
ら
会
社
法
監
査
に
準
拠
し
た

会
計
監
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。会

計
監
査
人
の
監
査
の
導
入
に
伴
い
、監
事
監
査

の
実
効
性
確
保
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、こ
の
よ
う
な
監
事
を
取
り
巻

く
様
々
な
環
境
変
化
に
対
応
す
る
監
事
監
査

規
程
の
全
部
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
第
7
号
議
案

信
用
事
業
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

　
民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠

預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律

（
平
成
28
年
法
律
第
1
0
1
号
）が
平
成
30
年

1
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、事

業
と
し
て
、預
金
保
険
機
構
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
行
う
休
眠
預
金
等
代
替
金
の
支
払
等
に

係
る
業
務
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、員
外
貸

出
に
か
か
る
「
地
区
内
に
事
業
所
が
あ
る
こ

と
」の
要
件
を
追
加
す
る
ほ
か
、そ
の
他
所
要

の
規
定
に
つ
い
て
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

附
帯
決
議
案

　
決
議
事
項
の
う
ち
、権
利
義
務
に
関
係
し

な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
誤
算
、誤
字
の

訂
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
又

は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
場
合
に
は
、必

要
な
字
句
の
修
正
を
す
る
こ
と
を
理
事
会
に一

任
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

総
代
会
出
席
者

第
53
回
通
常
総
代
会

上
程
さ
れ
た
全
議
案
と
説
明

◎
報
告
事
項
2

自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
16
〜
17
ペ
ー
ジ

に
記
載
。

◎
報
告
事
項
3

農
政
活
動
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
大
北
農
政
協
議
会
の
平
成
29
年
度
活

動
報
告
、同
年
度
収
支
決
算
書
、平
成
30
年
度

農
政
活
動
計
画
、収
支
予
算
書
に
つい
て
。

◎
報
告
事
項
4

労
働
保
険
組
合
の
労
働
保
険
料
そ
の
他
の
徴

収
金
の
徴
収
、納
付
状
況
に
つ
い
て

　（
平
成
29
年
3
月
1
日
〜
平
成
30
年
２
月

28
日
ま
で
）

　
平
成
29
年
度
取
扱
保
険
料
：
5
，2
2
4
，

2
1
6
円
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【
第
２
号
議
案
、第
３
号
議
案
、第
４
号
議
案
】

●
伊
藤
総
代（
美
麻
支
所
）

　
八
坂
、美
麻
、中
土
、北
小
谷
の
支
所
を
な

く
す
、
そ
う
い
う
方
針
で
あ
る
こ
と
は
言
葉

の
ほ
う
か
ら
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
方
針
が
定
款
変
更
を
伴
う
も
の
な
の

か
、
伴
わ
な
く
て
も
済
む
も
の
な
の
か
ご
説

明
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
山
田
組
合
長

　
説
明
し
ま
す
。こ
の
４
つ
の
支
所
に
つ
い
て

は
大
北
農
協
昭
和
41
年
に
合
併
す
る
以
前

の
産
業
組
合
時
代
か
ら
、
地
域
の
農
業
・
生

活
の
拠
点
と
し
て
あ
っ
た
支
所
で
あ
って
、
そ

れ
を
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
歴
史
か
ら
考

え
て
も
大
変
忍
び
が
た
い
、
苦

渋
の
選
択
で
あ
り
ま
す
。そ
う

い
う
中
で
来
年
か
ら
移
動
金
融

店
舗
導
入
に
つ
い
て
、
移
動
金

融
店
舗
と
い
う
も
の
は
、
私
ど

も
も
は
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
地
域
の
皆
さ
ん

が
使
い
や
す
い
よ
う
に
今
年
１

年
か
け
て
試
行
し
、い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
挑
戦
し
て
み
る
。そ
し
て
そ
の
後
、
来

年
の
総
代
会
で「
試
行
し
て
、
来
年
か
ら
こ
う

い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
。つ
い
て
は
定

款
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、
そ
う

い
う
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
内
山
総
代（
会
染
支
所
）

　
信
用
部
門
で
29
年
度
、
約
23
億
、
不
良
債

権
償
却
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
30

年
度
の
不
良
債
権
償
却
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
、

今
か
ら
お
そ
ら
く
わ
か
る
と
は
思
い
ま
す
。

30
年
度
の
償
却
見
込
み
が
何
億
な
の
か
、
分

か
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
吉
澤
常
務
理
事

　
そ
の
予
定
は
ま
だ
し
て
お
り
ま
せ
ん
。ま

た
、
29
年
度
の
不
良
債
権
処
理
23
億
は
や
っ

て
い
ま
せ
ん
。こ
の
23
億
に
つ
き
ま
し
て
は
通

常
の
回
収
が
で
き
な
い
と
見
込
ん
だ
部
分
で

あ
り
ま
す
。通
常
に
回
収
が
で
き
な
い
と
見

込
ん
だ
部
分
を
本
会
計
か
ら
外
し
て
、
簿
外

で
管
理
し
て
い
る
部
分
で
あ
り
ま
す
の
で
、簿

外
管
理
で
回
収
を
引
き
続
き
や
って
お
り
ま

す
。

支
所
総
代
会
意
見

機
構
図
で
監
査
部
が
監
事
直
轄
で
は
な

く
、組
合
長
直
轄
に
な
って
い
る
こ
と
に
違

和
感
を
感
じ
る
。

監
査
部
は
内
部
管
理
態
勢
等
に
つい
て
、自

ら
内
部
監
査
を
実
施
す
る
部
署
に
つ
き
組

合
長
直
轄
と
し
て
あ
り
ま
す
。

監
事
会
と
の
関
係
は
あ
く
ま
で
監
事
よ
り

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
補
佐
に
あ
た
る
と

い
う
位
置
付
け
に
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
独
立
監
査
人
　
中
央
会
と
な
っ

て
い
る
が
、「
第
6
号
議
案
　
監
事
監
査
規

程
の
全
部
改
定
に
つい
て
」に
よって
、来
年

度
以
降
は
独
立
監
査
法
人
等
に
監
査
を

委
託
す
る
と
の
理
解
で
良
い
の
か
。

平
成
31
年
の
総
代
会
に
お
い
て
会
計
監
査

人
を
選
任
し
、平
成
31
年
度
の
決
算
か
ら

会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
農
場
に
お
け
る
環
境
問
題
の
現

状
は
ど
う
なって
い
る
の
か
。

環
境
対
策
を
行
って
き
た
結
果
、こ
こ
2
〜

3
年
は
住
民
の
方
か
ら一定
の
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。臭
気
が
ゼ
ロ
に
な
り
解

決
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、事
業

者
の
努
力
は
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

現
在
行
って
い
る
臭
気
対
策
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

第
7
号
議
案
に
あ
る
休
眠
預
金
の
関
係
だ

が
、一般
の
人
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
思
う
。

具
体
的
に
ど
ん
な
預
金
が
移
さ
れ
る
の
か
、

そ
の
手
順
は
ど
う
な
る
の
か
、ま
た
、自
分

の
貯
金
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
事
前
に
予

告
し
て
も
ら
え
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

10
年
以
上
未
取
引
の
貯
金
口
座
に
つ
い
て

は
本
人
に
対
し
口
座
を
動
か
す
よ
う
事
前

に
通
知
し
ま
す
。そ
れ
で
も
未
取
引
の
場

合
、今
ま
で
は
睡
眠
貯
金
と
し
て
、別
管
理

を
し
て
お
り
ま
し
た
。そ
れ
が
、こ
ん
ど
は

国
が
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。具
体

的
に
は
預
金
保
険
機
構
に
移
り
ま
す
。た

だ
し
、今
ま
で
も
そ
う
で
し
た
が
、10
年
以

上
経
過
し
休
眠
貯
金
と
な
っ
た
場
合
で

も
、本
人
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば
お
支
払
い

し
ま
す
。貯
金
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。こ
の
支
払
い
業
務
に
つい
て
今

ま
で
は
Ｊ
Ａ
の
業
務
で
行
って
お
り
ま
し
た

が
、今
後
は
預
金
保
険
機
構
へ
資
金
が
移
っ

て
し
ま
う
た
め
、Ｊ
Ａ
は
こ
の
代
理
業
務
と

し
て
支
払
い
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、信
用
事
業
規
程
の
変
更
が
必
要
と
なっ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

各
行
政
に
は
支
援
員
が
お
り
、Ｊ
Ａ
大
北

に
は
農
家
対
策
支
援
室
が
あ
る
。農
家
へ

の
情
報
提
供
、指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、行
政
の
支
援
員
と
Ｊ
Ａ
の
農
家
対

策
支
援
室
で
交
流
し
、こ
の
地
域
の
農
業
の

発
展
に
よ
い
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
場
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

毎
年
、各
行
政
と
行
政
懇
談
会
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
提
案
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

事
業
計
画
で
の
販
売
手
数
料
は
各
品
目
で

ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

販
売
手
数
料
は
組
合
長
が
決
定
し
、理
事

会
に
お
い
て
報
告・承
認
し
て
お
り
ま
す
。

《
支
所
体
制
見
直
し
に
つい
て
の
質
疑
応
答
》

支
所
見
直
し
の
文
言
が
金
融
移
動
店
舗
の

試
行
的
な
導
入
に
よ
り
…
た
だ
1
行
だ
け

し
か
今
回
載
って
い
な
い
の
は
お
か
し
く
な

い
か
。今
回
の
総
代
会
で
しっ
か
り
審
議
す

べ
き
で
は
。

今
後
、金
融
移
動
店
舗
を
ど
こ
の
地
区
で

営
業
し
て
い
く
の
か
な
ど
1
年
か
け
て
組

合
員
の
皆
様
に
ご
不
便
を
か
け
な
い
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。組
合
員
の
皆
さ

ん
に
は
改
め
て
今
後
の
方
針
に
つい
て
会
議

を
開
催
し
て
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

現
在
4
名
体
制
と
の
事
で
す
が
、支
所
の
稼

動
経
費
は
ど
れ
位
か
。た
と
え
ば
機
械
を
動

か
す
の
に
1
0
0
万
円
か
か
る
が
、や
め
れ
ば

そ
れ
が
か
か
ら
な
い
と
か
、そ
う
いっ
た
話
は

出
来
ま
す
か
。経
済
団
体
だ
か
ら
儲
か
ら
な

い
こ
と
は
や
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。移
動
金

融
店
舗
を
動
か
し
な
が
ら
、困
っ
た
時
は
渉
外

が
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
が
た
い
が
、

現
状
の
人
員
体
制
で
こ
の
要
望
に
対
応
で
き

る
の
か
。

職
員
を
配
置
し
、端
末
機
を
稼
働
さ
せ
ま
す

と
最
低
で
も
1
，5
0
0
万
円
を
超
え
る
経

費
が
か
か
り
ま
す
。現
在
、職
員
の
配
置
は一

店
舗
4
名
と
なって
お
り
ま
す
が
、今
後
は
役

付
2
名
の
配
置
が
必
要
と
な
り
更
に
経
費
が

か
か
る
事
と
な
り
ま
す
。

　
移
動
金
融
店
舗
に
つい
て
は
、導
入
に
よ
り

出
向
く
金
融
店
舗
体
制
を
取
り
、平
成
31
年

5
月
ま
で
の
試
行
期
間
を
設
け
、組
合
員・利

用
者
に
よ
り
良
い
利
便
性
の
あ
る
移
動
金
融

店
舗
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、相
談
、事

務
手
続
き
等
は
基
幹
店
が
対
応
し
、組
合
員・

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
対

応
し
て
参
り
ま
す
。

　5
月
14
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催
し
た
支
所
総
代
会
で
は
、総
代
の
皆
さ
ん
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・ご
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。

主
な
意
見
・回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
要
約
し
て
お
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

QQ
　

Q
　

A

QQ A

Q

Q

Q AA

A

A

AA

2018総代会特集

質
疑
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
要
約
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、発
言
者
の
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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【
第
２
号
議
案
、第
３
号
議
案
、第
４
号
議
案
】

●
伊
藤
総
代（
美
麻
支
所
）

　
八
坂
、美
麻
、中
土
、北
小
谷
の
支
所
を
な

く
す
、
そ
う
い
う
方
針
で
あ
る
こ
と
は
言
葉

の
ほ
う
か
ら
見
え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
方
針
が
定
款
変
更
を
伴
う
も
の
な
の

か
、
伴
わ
な
く
て
も
済
む
も
の
な
の
か
ご
説

明
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
山
田
組
合
長

　
説
明
し
ま
す
。こ
の
４
つ
の
支
所
に
つ
い
て

は
大
北
農
協
昭
和
41
年
に
合
併
す
る
以
前

の
産
業
組
合
時
代
か
ら
、
地
域
の
農
業
・
生

活
の
拠
点
と
し
て
あ
っ
た
支
所
で
あ
って
、
そ

れ
を
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
歴
史
か
ら
考

え
て
も
大
変
忍
び
が
た
い
、
苦

渋
の
選
択
で
あ
り
ま
す
。そ
う

い
う
中
で
来
年
か
ら
移
動
金
融

店
舗
導
入
に
つ
い
て
、
移
動
金

融
店
舗
と
い
う
も
の
は
、
私
ど

も
も
は
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
地
域
の
皆
さ
ん

が
使
い
や
す
い
よ
う
に
今
年
１

年
か
け
て
試
行
し
、い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
挑
戦
し
て
み
る
。そ
し
て
そ
の
後
、
来

年
の
総
代
会
で「
試
行
し
て
、
来
年
か
ら
こ
う

い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
。つ
い
て
は
定

款
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、
そ
う

い
う
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
内
山
総
代（
会
染
支
所
）

　
信
用
部
門
で
29
年
度
、
約
23
億
、
不
良
債

権
償
却
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
30

年
度
の
不
良
債
権
償
却
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
、

今
か
ら
お
そ
ら
く
わ
か
る
と
は
思
い
ま
す
。

30
年
度
の
償
却
見
込
み
が
何
億
な
の
か
、
分

か
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
吉
澤
常
務
理
事

　
そ
の
予
定
は
ま
だ
し
て
お
り
ま
せ
ん
。ま

た
、
29
年
度
の
不
良
債
権
処
理
23
億
は
や
っ

て
い
ま
せ
ん
。こ
の
23
億
に
つ
き
ま
し
て
は
通

常
の
回
収
が
で
き
な
い
と
見
込
ん
だ
部
分
で

あ
り
ま
す
。通
常
に
回
収
が
で
き
な
い
と
見

込
ん
だ
部
分
を
本
会
計
か
ら
外
し
て
、
簿
外

で
管
理
し
て
い
る
部
分
で
あ
り
ま
す
の
で
、簿

外
管
理
で
回
収
を
引
き
続
き
や
って
お
り
ま

す
。

支
所
総
代
会
意
見

機
構
図
で
監
査
部
が
監
事
直
轄
で
は
な

く
、組
合
長
直
轄
に
な
って
い
る
こ
と
に
違

和
感
を
感
じ
る
。

監
査
部
は
内
部
管
理
態
勢
等
に
つい
て
、自

ら
内
部
監
査
を
実
施
す
る
部
署
に
つ
き
組

合
長
直
轄
と
し
て
あ
り
ま
す
。

監
事
会
と
の
関
係
は
あ
く
ま
で
監
事
よ
り

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
補
佐
に
あ
た
る
と

い
う
位
置
付
け
に
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
独
立
監
査
人
　
中
央
会
と
な
っ

て
い
る
が
、「
第
6
号
議
案
　
監
事
監
査
規

程
の
全
部
改
定
に
つい
て
」に
よって
、来
年

度
以
降
は
独
立
監
査
法
人
等
に
監
査
を

委
託
す
る
と
の
理
解
で
良
い
の
か
。

平
成
31
年
の
総
代
会
に
お
い
て
会
計
監
査

人
を
選
任
し
、平
成
31
年
度
の
決
算
か
ら

会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
農
場
に
お
け
る
環
境
問
題
の
現

状
は
ど
う
なって
い
る
の
か
。

環
境
対
策
を
行
って
き
た
結
果
、こ
こ
2
〜

3
年
は
住
民
の
方
か
ら一定
の
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。臭
気
が
ゼ
ロ
に
な
り
解

決
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、事
業

者
の
努
力
は
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

現
在
行
って
い
る
臭
気
対
策
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

第
7
号
議
案
に
あ
る
休
眠
預
金
の
関
係
だ

が
、一般
の
人
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
思
う
。

具
体
的
に
ど
ん
な
預
金
が
移
さ
れ
る
の
か
、

そ
の
手
順
は
ど
う
な
る
の
か
、ま
た
、自
分

の
貯
金
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
事
前
に
予

告
し
て
も
ら
え
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

10
年
以
上
未
取
引
の
貯
金
口
座
に
つ
い
て

は
本
人
に
対
し
口
座
を
動
か
す
よ
う
事
前

に
通
知
し
ま
す
。そ
れ
で
も
未
取
引
の
場

合
、今
ま
で
は
睡
眠
貯
金
と
し
て
、別
管
理

を
し
て
お
り
ま
し
た
。そ
れ
が
、こ
ん
ど
は

国
が
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。具
体

的
に
は
預
金
保
険
機
構
に
移
り
ま
す
。た

だ
し
、今
ま
で
も
そ
う
で
し
た
が
、10
年
以

上
経
過
し
休
眠
貯
金
と
な
っ
た
場
合
で

も
、本
人
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば
お
支
払
い

し
ま
す
。貯
金
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。こ
の
支
払
い
業
務
に
つい
て
今

ま
で
は
Ｊ
Ａ
の
業
務
で
行
って
お
り
ま
し
た

が
、今
後
は
預
金
保
険
機
構
へ
資
金
が
移
っ

て
し
ま
う
た
め
、Ｊ
Ａ
は
こ
の
代
理
業
務
と

し
て
支
払
い
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、信
用
事
業
規
程
の
変
更
が
必
要
と
なっ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

各
行
政
に
は
支
援
員
が
お
り
、Ｊ
Ａ
大
北

に
は
農
家
対
策
支
援
室
が
あ
る
。農
家
へ

の
情
報
提
供
、指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、行
政
の
支
援
員
と
Ｊ
Ａ
の
農
家
対

策
支
援
室
で
交
流
し
、こ
の
地
域
の
農
業
の

発
展
に
よ
い
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
場
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

毎
年
、各
行
政
と
行
政
懇
談
会
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
提
案
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

事
業
計
画
で
の
販
売
手
数
料
は
各
品
目
で

ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

販
売
手
数
料
は
組
合
長
が
決
定
し
、理
事

会
に
お
い
て
報
告・承
認
し
て
お
り
ま
す
。

《
支
所
体
制
見
直
し
に
つい
て
の
質
疑
応
答
》

支
所
見
直
し
の
文
言
が
金
融
移
動
店
舗
の

試
行
的
な
導
入
に
よ
り
…
た
だ
1
行
だ
け

し
か
今
回
載
って
い
な
い
の
は
お
か
し
く
な

い
か
。今
回
の
総
代
会
で
しっ
か
り
審
議
す

べ
き
で
は
。

今
後
、金
融
移
動
店
舗
を
ど
こ
の
地
区
で

営
業
し
て
い
く
の
か
な
ど
1
年
か
け
て
組

合
員
の
皆
様
に
ご
不
便
を
か
け
な
い
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。組
合
員
の
皆
さ

ん
に
は
改
め
て
今
後
の
方
針
に
つい
て
会
議

を
開
催
し
て
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

現
在
4
名
体
制
と
の
事
で
す
が
、支
所
の
稼

動
経
費
は
ど
れ
位
か
。た
と
え
ば
機
械
を
動

か
す
の
に
1
0
0
万
円
か
か
る
が
、や
め
れ
ば

そ
れ
が
か
か
ら
な
い
と
か
、そ
う
いっ
た
話
は

出
来
ま
す
か
。経
済
団
体
だ
か
ら
儲
か
ら
な

い
こ
と
は
や
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。移
動
金

融
店
舗
を
動
か
し
な
が
ら
、困
っ
た
時
は
渉
外

が
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
が
た
い
が
、

現
状
の
人
員
体
制
で
こ
の
要
望
に
対
応
で
き

る
の
か
。

職
員
を
配
置
し
、端
末
機
を
稼
働
さ
せ
ま
す

と
最
低
で
も
1
，5
0
0
万
円
を
超
え
る
経

費
が
か
か
り
ま
す
。現
在
、職
員
の
配
置
は一

店
舗
4
名
と
なって
お
り
ま
す
が
、今
後
は
役

付
2
名
の
配
置
が
必
要
と
な
り
更
に
経
費
が

か
か
る
事
と
な
り
ま
す
。

　
移
動
金
融
店
舗
に
つい
て
は
、導
入
に
よ
り

出
向
く
金
融
店
舗
体
制
を
取
り
、平
成
31
年

5
月
ま
で
の
試
行
期
間
を
設
け
、組
合
員・利

用
者
に
よ
り
良
い
利
便
性
の
あ
る
移
動
金
融

店
舗
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、相
談
、事

務
手
続
き
等
は
基
幹
店
が
対
応
し
、組
合
員・

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
対

応
し
て
参
り
ま
す
。

　5
月
14
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催
し
た
支
所
総
代
会
で
は
、総
代
の
皆
さ
ん
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
・ご
提
案
を
頂
き
ま
し
た
。

主
な
意
見
・回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
要
約
し
て
お
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

QQ
　

Q
　

A

QQ A

Q

Q

Q AA

A

A

AA
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質
疑
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
要
約
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、発
言
者
の
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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科　目
資産の部 負債・純資産の部

金　額 科　目 金　額

（単位：千円）

【信用事業負債】
貯金
その他の信用事業負債
【共済事業負債】
【経済事業負債】
経済事業未払金
経済受託債務
その他の経済事業負債
【雑負債】
【諸引当金】
負債の部 合計
組合員資本
【出資金】
【利益剰余金】
内当期未処分剰余金
【処分未済持分】
純資産の部 合計

負債及び純資産の部 合計

１．事業総利益
信用事業収益
信用事業費用
信用事業総利益
共済事業収益
共済事業費用
共済事業総利益
購買事業収益
購買事業費用
購買事業総利益
販売事業収益
販売事業費用
販売事業総利益
保管事業収益
保管事業費用
保管事業総利益
加工事業収益
加工事業費用
加工事業総利益
利用事業収益
利用事業費用
利用事業総利益

3,087,201 
1,217,472 
316,537  
900,935  
870,528 
72,508  
798,019 
6,196,027 
5,208,187 
987,839 
222,988 
35,497   
187,490  
68,565 
17,241 
51,323  
50,006 
30,081  
19,924  
397,168 
253,850 
143,318  

科　目 金　額 科　目 金　額
（単位：千円）

27,090 
27,090 

̶

10,172 
1,950 
8,222 

132,951 
114,389   
18,561   
11,452 
39,885   

△ 28,433
3,045,449 
41,752 
327,476 
238,116 
131,112 
446,443 
468,543 
109,012 

△ 112,990
222,003 
64,007 
10,500 
296,510１．当期未処分剰余金

２．剰余金処分額
（１）利益準備金
（２）任意積立金
（３）出資配当金
３．次期繰越剰余金

296,510,430 
236,239,969 
45,500,000 
181,000,000 
9,739,969 
60,270,461 

（単位：円）

※貸借対照表、損益計算書の記載金額は表示単
位未満を切り捨てて表示してありますので合計欄と
一致しない場合があります。

1.出資配当は年0.30%の割合です。ただし、年度内の増資および新規加入については日割り計算です。
2.次期繰越剰余金には営農指導、生活及び文化改善事業費の費用に充てるための繰越額12,000千円が含まれています。

肥料
3億1,220万5千円

農薬
3億2,939万4千円その他資材

9億6,756万2千円

飼料／1億9,148万4千円　

総利用高
18億64万6千円
前年対比　95.7％
計画対比　92.8％

総利用高
33億202万5千円
前年対比  104.5％
計画対比  100.5％

貸出金総額
269億8,693万7千円
前年対比減少
3億5,705万6千円
前年対比　98.6％
計画対比 105.2％

貸出金
貯金総額
1,199億4,626万9千円
前年対比増加
31億1,137万1千円
前年対比  102.6％
計画対比  103.2％

＜長期共済＞
保有契約高（保障額）

総利用高
10億1,116万0千円
前年対比 91.0％
計画対比 96.3％

総販売高
38億780万3千円

役員 理事／常勤4名　非常勤11名
監事／常勤1名　非常勤  4名

職員 男性／242名　女性／180名
計　／422名（うち出向・准職員・常傭的臨時雇用者168）

総額
4,100億4,562万円

総額
649億7,375万円

前年対比 106.9％ 
計画対比　98.9％

前年対比    98.2％
計画対比  101.1％

＜長期共済＞
新契約高（保障額）

満期共済金・年金

前年対比 126.4％
計画対比 129.2％

5,089件
33億3,778万円

事故共済金
3,225件
14億3,435万円

販売事業

農業機械
8億6,596万5千円

石油類
19億5,054万6千円

ガス類／4億8,551万3千円
　　　  

生鮮品
1億3,731万4千円

食品
1億5,329万3千円

雑貨・耐久ほか
7億2,055万1千円

証書貸付金
261億748万9千円

手形貸付金
4億9,960万7千円

総合資金貸越ほか／3億7,984万1千円

定期性貯金
726億9,913万7千円

当座性貯金
472億4,713万1千円

生命総合
1,847億1,206万円

建物更生
2,207億4,506万円

年金／45億8,850万円年金／3億1,207万円

100 20 30

生命総合
96億6,527万円

満期共済金
21億4,818万円

生命・建物など
10億3,186万円

自動車・自賠責・
傷害など
4億249万円

年金共済金
11億8,960万円

549億9,641万円

組合員数
12,718（274）

正組合員／7,998（  24）
准組合員／4,720（250）

組合員戸数
  8,981

正組合員戸数／5,972
准組合員戸数／3,009

（　）はうち法人・団体

平成30年2月28日現在

農産
28億2,738万8千円

園芸・特産
4億6,940万4千円

畜産
5億1,100万9千円　

貯　金

40
（億円）

損益計算書貸借対照表

剰余金処分

◆組合員の状況 ◆役職員の状況

共済事業（年金共済を含む）

支払われた共済金 生産購買事業

生活購買事業 工機燃料購買事業

信用事業

平成29年度事業報告

【信用事業資産】
現金
預金
有価証券
貸出金
その他の信用事業資産
貸倒引当金
【共済事業資産】
【経済事業資産】
受取手形
経済事業未収金
経済受託債権
棚卸資産
その他の経済事業資産
貸倒引当金
【雑資産】
【固定資産】
【外部出資】
【繰延税金資産】
資産の部 合計

117,826,779   
973,794 

90,845,514 
505,690 

26,986,937 
176,700 

△ 1,661,858
60,903 

1,506,366 
7,560 

729,292 
134,969 
583,547 
61,314 

△ 10,317
1,188,642 
3,427,107 
4,572,049 
419,765 

129,001,614 

農用地利用調整事業収益
農用地利用調整事業費用
農用地利用調整事業総利益
観光事業収益
観光事業費用
観光事業総利益
福祉・介護保険事業収益
福祉・介護保険事業費用
福祉・介護保険事業総利益
指導事業収入
指導事業支出
指導事業収支差額
２．事業管理費
事業利益
３．事業外収益
４．事業外費用
経常利益
５．特別利益
６．特別損失
税引前当期利益
法人税等合計
当期剰余金
当期首繰越剰余金
JA大北農業開発積立金取崩額
当期未処分剰余金

120,199,775 
119,946,269 

253,505 
534,435 
457,977 
342,958 
113,772 
1,246  

238,852 
1,166,700 

122,597,740 
6,399,758 
3,263,882 
3,161,267  
296,510  
△ 25,391
6,403,874  

129,001,614  

2018総代会特集

（注）
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科　目
資産の部 負債・純資産の部

金　額 科　目 金　額

（単位：千円）

【信用事業負債】
貯金
その他の信用事業負債
【共済事業負債】
【経済事業負債】
経済事業未払金
経済受託債務
その他の経済事業負債
【雑負債】
【諸引当金】
負債の部 合計
組合員資本
【出資金】
【利益剰余金】
内当期未処分剰余金
【処分未済持分】
純資産の部 合計

負債及び純資産の部 合計

１．事業総利益
信用事業収益
信用事業費用
信用事業総利益
共済事業収益
共済事業費用
共済事業総利益
購買事業収益
購買事業費用
購買事業総利益
販売事業収益
販売事業費用
販売事業総利益
保管事業収益
保管事業費用
保管事業総利益
加工事業収益
加工事業費用
加工事業総利益
利用事業収益
利用事業費用
利用事業総利益

3,087,201 
1,217,472 
316,537  
900,935  
870,528 
72,508  
798,019 
6,196,027 
5,208,187 
987,839 
222,988 
35,497   
187,490  
68,565 
17,241 
51,323  
50,006 
30,081  
19,924  
397,168 
253,850 
143,318  

科　目 金　額 科　目 金　額
（単位：千円）

27,090 
27,090 

̶

10,172 
1,950 
8,222 

132,951 
114,389   
18,561   
11,452 
39,885   

△ 28,433
3,045,449 
41,752 
327,476 
238,116 
131,112 
446,443 
468,543 
109,012 

△ 112,990
222,003 
64,007 
10,500 
296,510１．当期未処分剰余金

２．剰余金処分額
（１）利益準備金
（２）任意積立金
（３）出資配当金
３．次期繰越剰余金

296,510,430 
236,239,969 
45,500,000 
181,000,000 
9,739,969 
60,270,461 

（単位：円）

※貸借対照表、損益計算書の記載金額は表示単
位未満を切り捨てて表示してありますので合計欄と
一致しない場合があります。

1.出資配当は年0.30%の割合です。ただし、年度内の増資および新規加入については日割り計算です。
2.次期繰越剰余金には営農指導、生活及び文化改善事業費の費用に充てるための繰越額12,000千円が含まれています。

肥料
3億1,220万5千円

農薬
3億2,939万4千円その他資材

9億6,756万2千円

飼料／1億9,148万4千円　

総利用高
18億64万6千円
前年対比　95.7％
計画対比　92.8％

総利用高
33億202万5千円
前年対比  104.5％
計画対比  100.5％

貸出金総額
269億8,693万7千円
前年対比減少
3億5,705万6千円
前年対比　98.6％
計画対比 105.2％

貸出金
貯金総額
1,199億4,626万9千円
前年対比増加
31億1,137万1千円
前年対比  102.6％
計画対比  103.2％

＜長期共済＞
保有契約高（保障額）

総利用高
10億1,116万0千円
前年対比 91.0％
計画対比 96.3％

総販売高
38億780万3千円

役員 理事／常勤4名　非常勤11名
監事／常勤1名　非常勤  4名

職員 男性／242名　女性／180名
計　／422名（うち出向・准職員・常傭的臨時雇用者168）

総額
4,100億4,562万円

総額
649億7,375万円

前年対比 106.9％ 
計画対比　98.9％

前年対比    98.2％
計画対比  101.1％

＜長期共済＞
新契約高（保障額）

満期共済金・年金

前年対比 126.4％
計画対比 129.2％

5,089件
33億3,778万円

事故共済金
3,225件
14億3,435万円

販売事業

農業機械
8億6,596万5千円

石油類
19億5,054万6千円

ガス類／4億8,551万3千円
　　　  

生鮮品
1億3,731万4千円

食品
1億5,329万3千円

雑貨・耐久ほか
7億2,055万1千円

証書貸付金
261億748万9千円

手形貸付金
4億9,960万7千円

総合資金貸越ほか／3億7,984万1千円

定期性貯金
726億9,913万7千円

当座性貯金
472億4,713万1千円

生命総合
1,847億1,206万円

建物更生
2,207億4,506万円

年金／45億8,850万円年金／3億1,207万円

100 20 30

生命総合
96億6,527万円

満期共済金
21億4,818万円

生命・建物など
10億3,186万円

自動車・自賠責・
傷害など
4億249万円

年金共済金
11億8,960万円

549億9,641万円

組合員数
12,718（274）

正組合員／7,998（  24）
准組合員／4,720（250）

組合員戸数
  8,981

正組合員戸数／5,972
准組合員戸数／3,009

（　）はうち法人・団体

平成30年2月28日現在

農産
28億2,738万8千円

園芸・特産
4億6,940万4千円

畜産
5億1,100万9千円　

貯　金

40
（億円）

損益計算書貸借対照表

剰余金処分

◆組合員の状況 ◆役職員の状況

共済事業（年金共済を含む）

支払われた共済金 生産購買事業

生活購買事業 工機燃料購買事業

信用事業

平成29年度事業報告

【信用事業資産】
現金
預金
有価証券
貸出金
その他の信用事業資産
貸倒引当金
【共済事業資産】
【経済事業資産】
受取手形
経済事業未収金
経済受託債権
棚卸資産
その他の経済事業資産
貸倒引当金
【雑資産】
【固定資産】
【外部出資】
【繰延税金資産】
資産の部 合計

117,826,779   
973,794 

90,845,514 
505,690 

26,986,937 
176,700 

△ 1,661,858
60,903 

1,506,366 
7,560 

729,292 
134,969 
583,547 
61,314 

△ 10,317
1,188,642 
3,427,107 
4,572,049 
419,765 

129,001,614 

農用地利用調整事業収益
農用地利用調整事業費用
農用地利用調整事業総利益
観光事業収益
観光事業費用
観光事業総利益
福祉・介護保険事業収益
福祉・介護保険事業費用
福祉・介護保険事業総利益
指導事業収入
指導事業支出
指導事業収支差額
２．事業管理費
事業利益
３．事業外収益
４．事業外費用
経常利益
５．特別利益
６．特別損失
税引前当期利益
法人税等合計
当期剰余金
当期首繰越剰余金
JA大北農業開発積立金取崩額
当期未処分剰余金

120,199,775 
119,946,269 

253,505 
534,435 
457,977 
342,958 
113,772 
1,246  

238,852 
1,166,700 

122,597,740 
6,399,758 
3,263,882 
3,161,267  
296,510  
△ 25,391
6,403,874  

129,001,614  

2018総代会特集

（注）
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科　目 金　額
農用地利用調整事業収益
農用地利用調整事業費用
農用地利用調整事業総利益
観光事業収益
観光事業費用
観光事業総利益
福祉・介護保険事業収益
福祉・介護保険事業費用
福祉・介護保険事業総利益
指導事業収入
指導事業支出
指導事業収支差額
２．事業管理費
事業利益
３．事業外収益
４．事業外費用
経常利益
５．特別利益
６．特別損失
税引前当期利益
法人税等合計
当期剰余金
当期首繰越剰余金
当期未処分剰余金

̶
̶
̶  

6,500 
2,500 
4,000 

124,500 
108,500 
16,000 
9,000 
42,000 

△ 33,000
2,994,000 
30,000
292,000 
197,000 
125,000

̶
80,000 
45,000
30,000 
15,000
60,270 
75,270 

科　目 金　額
（単位：千円）平成30年度総合損益計画

農 産
畜 産
園芸・特産ほか 
合 計

2,770,000 
490,500 
739,500 
4,000,000 

品  目 取扱高
（単位：千円）販売事業

保 管 事 業
加 工 事 業
利 用 事 業

136,000 
57,000 
978,000 

75,000 
32,000 
740,000 

61,000 
25,000 
238,000 

収  益費  用 総利益
（単位：千円）倉庫・加工・利用事業

生 鮮 品
食 品
雑貨・耐久ほか
合 計

153,000 
129,000 
83,000 
365,000 

品  目 取扱高
（単位：千円）生活購買事業

出 資 金
利益準備金
目的積立金
繰越剰余金
合 計

3,231,000 
2,252,709 
843,547 
60,570 

6,387,827 

（単位：千円）自己資本造成計画

貯 金
預 金
有 価 証 券
貸 出 金

119,600,000 
90,300,000 
500,000 

26,000,000 

（単位：千円）信用事業（平均残高）

取 扱 高 120,000
（単位：千円）観光事業

肥 料
農 薬
飼 料
その他資材
合 計

310,000 
319,000 
193,400 
977,600 
1,800,000 

品  目 取扱高
（単位：千円）生産購買事業

営 農 改 善 費
農 政 活 動 費
地域開発対策費

6,000 
1,000 
29,000 

指導収入

賦 課 金
指導事業補助金
実 費 収 入

7,000 
600
600

指導支出

営農指導収入営農指導支出

（単位：千円）指導事業収支計画

指導補助金
実 費 収 入

合 計

100 
700 

9,000 

その他指導収入
組 織 活 動 費
生 活 改 善 費
地域開発対策費
合 計

3,000 
2,000 
1,000 
42,000 

その他指導支出

火 災 共 済
自動車共済
傷 害 共 済
自賠責共済

50,000,000 
261,000 

36,300,000 
13,400件
22,300件
4,150件

長期共済新契約

短
期
共
済
新
契
約

年金共済

（単位：千円）

（金額は保障額）

共済事業

平成30年度　事業計画

私たちは、地域に愛され、信頼され、やくにたつＪＡをめざします。

《食と農をつくる》
◇ 多様な担い手が意欲を持って取り組める持続可能な地域農業を実現します。
◇ 大北産農畜産物の販売力強化により生産者の手取り向上を図ります。
◇ 生産購買事業の機能強化により生産コストの削減をすすめます。
◇ 豊かな地域資源の有効活用による「観光」の振興をすすめます。
《くらしをつくる》 
◇ 安心なくらしづくりと地域活性化に貢献します。
◇ 組合員や地域の人々の健康づくりと高齢者の安心を支えます。
《ＪＡをつくる》
◇ 将来にわたって信頼されるＪＡづくりをすすめます。
◇ 次世代につなぐ組織拡大と協同・参画が広がる組織づくりをします。
◇ 地域の特色をいかしたＪＡづくりをすすめます。
《共感をつくる》
◇ 食料・農業・地域を支えるＪＡへの理解を育みます。

農 業 機 械
石 油 類
ガ ス 類
合 計

790,000 
1,985,000 
475,000 
3,250,000 

項　目 取扱高
（単位：千円）工機燃料購買事業

１．事業総利益
信用事業収益
信用事業費用
信用事業総利益
共済事業収益
共済事業費用
共済事業総利益
購買事業収益
購買事業費用
購買事業総利益
販売事業収益
販売事業費用
販売事業総利益
保管事業収益
保管事業費用
保管事業総利益
加工事業収益
加工事業費用
加工事業総利益
利用事業収益
利用事業費用
利用事業総利益

事 業 費 用
事 業 収 益
総 利 益

108,500 
124,500 
16,000 

（単位：千円）福祉・介護保険事業
　当組合は「地域になくてはならないJA」づくりのため、長期構想25-30後期中期計画の最終年
度として、経営理念・基本姿勢・基本目標の下に各事業を遂行してまいります。
　JA事業・経営については、組合員の高齢化・人口減少、農業政策の変革など厳しい環境にお
かれていますが、改正農協法の施行を受け、長期構想とともに農業所得の増大と、地域の活性
化を最大の使命として目標に掲げ取り組んでまいります。
　当JAの主要農産物である米の販売については、安定販売及び直接販売による価格向上に
取り組むとともに、平成30年度からの米政策推進に向けた取り組みを進めてまいります。また農
家所得の確保として、ブロック別園芸重点作目の支援と、販売価格が安定している契約栽培の
推進、資材価格低減に向けた取り組みを引き続き行います。大北地域農業と観光の振興をビジ
ョンとしたアグリパーク構想では、園芸振興モデル圃場運営のほか、モデル圃場に隣接する農産
物直売所「ええっこの里」を起点とした地産地消により、多様な担い手の農家所得の向上をめざ
し、地域・組合員の負託に応えてまいります。
　経営面では協同組合を健全に発展させ、足元を見つめ、変貌する環境に適合するJA運営を
するために資本造成をすすめ経営基盤を強化するほか、次世代の組合員・地域組合員、担い
手や女性、事業利用者に協同組合の価値について広げる活動をすすめ、安心して暮らせる地
域づくりに取り組んでまいります。また不祥事未然防止に向けたコンプライアンス態勢の強化、内
部管理体制の強化を図ってまいります。
　またTPP・ＥＰＡなどの他国間協定は今後加速が予想されるなど先行きは不透明なものとなっ
ております。JAグループや関係団体と連携しながら農政活動に取り組み、地域の「食と農」を守
る運動を展開してまいります。
　さらに将来にわたって組合員の皆様と共に「食と農を基軸に、地域に根ざした協同組合として
の役割を果たすため、新しいJAの価値を作り出す自己改革」に取り組むとともに、人口の減少な
ど環境の変化に伴う支所機能の見直しをはじめとしたこれからの時代の変革に対応出来る次
期長期構想の策定に取り組んでまいります。

食と農をおこし、一人ひとりの笑顔が生まれる地域をみんなで実現します。

基本方針

経営理念

基本姿勢

基本目標
3,024,000 
1,074,000 
284,000 
790,000
817,000 
60,000 
757,000 
5,480,700 
4,557,700 
923,000 
304,000 
61,000 
243,000 
136,000 
75,000 
61,000 
57,000 
32,000 
25,000 
978,000 
740,000 
238,000 

※剰余金処分後の見込額
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科　目 金　額
農用地利用調整事業収益
農用地利用調整事業費用
農用地利用調整事業総利益
観光事業収益
観光事業費用
観光事業総利益
福祉・介護保険事業収益
福祉・介護保険事業費用
福祉・介護保険事業総利益
指導事業収入
指導事業支出
指導事業収支差額
２．事業管理費
事業利益
３．事業外収益
４．事業外費用
経常利益
５．特別利益
６．特別損失
税引前当期利益
法人税等合計
当期剰余金
当期首繰越剰余金
当期未処分剰余金

̶
̶
̶  

6,500 
2,500 
4,000 

124,500 
108,500 
16,000 
9,000 
42,000 

△ 33,000
2,994,000 
30,000
292,000 
197,000 
125,000

̶
80,000 
45,000
30,000 
15,000
60,270 
75,270 

科　目 金　額
（単位：千円）平成30年度総合損益計画

農 産
畜 産
園芸・特産ほか 
合 計

2,770,000 
490,500 
739,500 
4,000,000 

品  目 取扱高
（単位：千円）販売事業

保 管 事 業
加 工 事 業
利 用 事 業

136,000 
57,000 
978,000 

75,000 
32,000 
740,000 

61,000 
25,000 
238,000 

収  益費  用 総利益
（単位：千円）倉庫・加工・利用事業

生 鮮 品
食 品
雑貨・耐久ほか
合 計

153,000 
129,000 
83,000 
365,000 

品  目 取扱高
（単位：千円）生活購買事業

出 資 金
利益準備金
目的積立金
繰越剰余金
合 計

3,231,000 
2,252,709 
843,547 
60,570 

6,387,827 

（単位：千円）自己資本造成計画

貯 金
預 金
有 価 証 券
貸 出 金

119,600,000 
90,300,000 
500,000 

26,000,000 

（単位：千円）信用事業（平均残高）

取 扱 高 120,000
（単位：千円）観光事業

肥 料
農 薬
飼 料
その他資材
合 計

310,000 
319,000 
193,400 
977,600 
1,800,000 

品  目 取扱高
（単位：千円）生産購買事業

営 農 改 善 費
農 政 活 動 費
地域開発対策費

6,000 
1,000 
29,000 

指導収入

賦 課 金
指導事業補助金
実 費 収 入

7,000 
600
600

指導支出

営農指導収入営農指導支出

（単位：千円）指導事業収支計画

指導補助金
実 費 収 入

合 計

100 
700 

9,000 

その他指導収入
組 織 活 動 費
生 活 改 善 費
地域開発対策費
合 計

3,000 
2,000 
1,000 
42,000 

その他指導支出

火 災 共 済
自動車共済
傷 害 共 済
自賠責共済

50,000,000 
261,000 

36,300,000 
13,400件
22,300件
4,150件

長期共済新契約

短
期
共
済
新
契
約

年金共済

（単位：千円）

（金額は保障額）

共済事業

平成30年度　事業計画

私たちは、地域に愛され、信頼され、やくにたつＪＡをめざします。

《食と農をつくる》
◇ 多様な担い手が意欲を持って取り組める持続可能な地域農業を実現します。
◇ 大北産農畜産物の販売力強化により生産者の手取り向上を図ります。
◇ 生産購買事業の機能強化により生産コストの削減をすすめます。
◇ 豊かな地域資源の有効活用による「観光」の振興をすすめます。
《くらしをつくる》 
◇ 安心なくらしづくりと地域活性化に貢献します。
◇ 組合員や地域の人々の健康づくりと高齢者の安心を支えます。
《ＪＡをつくる》
◇ 将来にわたって信頼されるＪＡづくりをすすめます。
◇ 次世代につなぐ組織拡大と協同・参画が広がる組織づくりをします。
◇ 地域の特色をいかしたＪＡづくりをすすめます。
《共感をつくる》
◇ 食料・農業・地域を支えるＪＡへの理解を育みます。

農 業 機 械
石 油 類
ガ ス 類
合 計

790,000 
1,985,000 
475,000 
3,250,000 

項　目 取扱高
（単位：千円）工機燃料購買事業

１．事業総利益
信用事業収益
信用事業費用
信用事業総利益
共済事業収益
共済事業費用
共済事業総利益
購買事業収益
購買事業費用
購買事業総利益
販売事業収益
販売事業費用
販売事業総利益
保管事業収益
保管事業費用
保管事業総利益
加工事業収益
加工事業費用
加工事業総利益
利用事業収益
利用事業費用
利用事業総利益

事 業 費 用
事 業 収 益
総 利 益

108,500 
124,500 
16,000 

（単位：千円）福祉・介護保険事業
　当組合は「地域になくてはならないJA」づくりのため、長期構想25-30後期中期計画の最終年
度として、経営理念・基本姿勢・基本目標の下に各事業を遂行してまいります。
　JA事業・経営については、組合員の高齢化・人口減少、農業政策の変革など厳しい環境にお
かれていますが、改正農協法の施行を受け、長期構想とともに農業所得の増大と、地域の活性
化を最大の使命として目標に掲げ取り組んでまいります。
　当JAの主要農産物である米の販売については、安定販売及び直接販売による価格向上に
取り組むとともに、平成30年度からの米政策推進に向けた取り組みを進めてまいります。また農
家所得の確保として、ブロック別園芸重点作目の支援と、販売価格が安定している契約栽培の
推進、資材価格低減に向けた取り組みを引き続き行います。大北地域農業と観光の振興をビジ
ョンとしたアグリパーク構想では、園芸振興モデル圃場運営のほか、モデル圃場に隣接する農産
物直売所「ええっこの里」を起点とした地産地消により、多様な担い手の農家所得の向上をめざ
し、地域・組合員の負託に応えてまいります。
　経営面では協同組合を健全に発展させ、足元を見つめ、変貌する環境に適合するJA運営を
するために資本造成をすすめ経営基盤を強化するほか、次世代の組合員・地域組合員、担い
手や女性、事業利用者に協同組合の価値について広げる活動をすすめ、安心して暮らせる地
域づくりに取り組んでまいります。また不祥事未然防止に向けたコンプライアンス態勢の強化、内
部管理体制の強化を図ってまいります。
　またTPP・ＥＰＡなどの他国間協定は今後加速が予想されるなど先行きは不透明なものとなっ
ております。JAグループや関係団体と連携しながら農政活動に取り組み、地域の「食と農」を守
る運動を展開してまいります。
　さらに将来にわたって組合員の皆様と共に「食と農を基軸に、地域に根ざした協同組合として
の役割を果たすため、新しいJAの価値を作り出す自己改革」に取り組むとともに、人口の減少な
ど環境の変化に伴う支所機能の見直しをはじめとしたこれからの時代の変革に対応出来る次
期長期構想の策定に取り組んでまいります。

食と農をおこし、一人ひとりの笑顔が生まれる地域をみんなで実現します。

基本方針

経営理念

基本姿勢

基本目標
3,024,000 
1,074,000 
284,000 
790,000
817,000 
60,000 
757,000 
5,480,700 
4,557,700 
923,000 
304,000 
61,000 
243,000 
136,000 
75,000 
61,000 
57,000 
32,000 
25,000 
978,000 
740,000 
238,000 

※剰余金処分後の見込額
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自己改革への取り組み状況について
　JA大北では、組合員・地域に愛され支持されるJAであり続けるため、長期構想25-30の基本理念に基づき、
将来を見据えた自己改革に取り組んでいます。
「自己改革は」、地域農業の繁栄とくらしにJAがなくてはならない組織であることを目指す改革です。組合員・地
域とともに一歩先のJAをめざし、平成29年度は下記の取り組みを行ってまいりました。

財務状況や事業に関する開示について

■当JAは国内業務金融機関の基準4%、JAバンク基本方針の基準8%を上回っています。
■「自己資本比率」は農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準（平成18年金融庁・農水省告示第２号）
　に基づき算出しております。

　当JAを含むJA長野県グループでは農業振興ビジョンの実践に向け、新品目・新技術の
導入、新規就農者など生産者に直接支援を行うため｢JA長野県農業開発基金｣を平成
21年度から造成するとともに、当JA独自の「JA大北農業開発積立金」を積み立ててきまし
た。
　当JAではこの基金を活用して次のような取組みを行ってきました。
園芸振興における苗、資材支援
水稲春肥の予約注文による価格対策の実施
農業経営支援対策：肥料・農薬支援
重点品目における省力化機械導入支援
農産物直売所：新規出荷者への苗代助成

（１）農業開発基金活用による地域農業振興への取り組み

１． 自己資本比率（国内基準適用）

２． 金融再生法開示債権の状況（平成30年2月末）

農業を知ってもらうための体験活動等を行っています。（青壮年部によるチャイルドファー
ム、安曇野まつかわ農業小学校ほか）
リンゴオーナーを募集したほか、農産物直売所での地元農産物の消費拡大を進めてい
ます。
学校給食への地元農産物の提供等、農業や地元農産物を理解してもらうための取り組
みを進めています。
准組合員の皆様や地域の皆様に農業・農協を理解してもらうために新規組合員募集
キャンペーンを展開し、組合員加入促進を図りました。ホームページ等でPR致しました。

（3）准組合員や地域の皆さんへ「食」と「農」の理解を深め、
　 地域農業の応援団を拡大するための取り組み

組合員の意見を聞くため、支所運営委員会、地区別総代会、担い手との懇談会を開催
しました。
協同を担う人づくりとして「女性農業大学校」を開校しています。
地域づくりの一つとして、買い物弱者を無くし、安心して暮らせるため、移動購買車の導
入により生活を支えております。
年金友の会等各組織において、様々な活動への応援を通じて、地域の仲間づくりに取り
組みました。
仲間づくりとして旅行やマレットゴルフ・ゲートボール大会を開催し、多くの皆さんに参加
いただきました。

こうした取り組みには事業費用の他、法律で定められた営農指導・生活文化改善事業の費用に充てる｢次期繰越
剰余金｣や、総代会で承認いただいた｢JA大北農業開発積立金｣等を充当しています。これらの繰越金や積立金
は組合員の皆様が事業を利用して頂くことにより、確保されています。

（4）仲間づくりを広げるゲートボール大会

担い手、認定農業者との意見交換会の開催
　管内の担い手農家、認定農業者と当JA役職員との意見交換会を全体のほか、北部
ブロック、南部ブロック、中部ブロックごとに開きました。大北管内の認定農業者や農業法
人経営者などが参加し、当JA役職員と管内の農業、JA事業について意見を交しまし
た。
　各地区の担い手農家の皆様から頂きました率直な声を、JA事業に反映していく考え
です。

（２）農業所得増大、JA への結集力向上に向けた取り組み

りんご選果機の更新
　りんご選果場では、最新の選果機を導入し、8月から稼働を始めました。新たな選果機
は最新の透過型内部品質センサーを搭載し小型化されたもので、形状、糖度、熟度など
の値がこれまでより高精度に計れるもので、専用最新カメラにより形状・着色・傷面積等
を計測し、サビ果やキズの有無を安定して選果できます。

農家組合員の皆様の農業所得を維持・確保し、農業基盤を守るため、
各農業施設や設備の維持・更新の投資等を行っています。

・

・

・

・

・

・
・

・

・

高齢者が住み慣れたこの地で安心して暮らせるため、訪問介護・通所介護・介護予防支援・福祉用具貸与等の事業に取り組んでおります。
4月に新たな介護保険に対応した通所介護事業「JA大北デイサービスえくぼ」を大町市常盤の三世代交流施設「ふれあいプラザ」で開所
しました。
組合員の健康管理と病気予防を推進するため、JA厚生連病院と連携し、人間ドック・PET/CT受診者への助成を実施しました。
行政からの委託を受け、総合相談、権利擁護業務、包括的継続的ケアマネジメント支援事業、介護予防支援事業、生活支援員派遣事業
など、地域の介護支援と介護予防、併せ利用者拡大への取り組みを行いました。

（5）健康づくりと助け合い活動への取り組み
・
・

・
・

・

・

・
・
・
・
・

直売所出荷の様子

担い手農家意見交換会

りんご選果場：新選果機

仲間づくりを広げるゲートボール大会

りんごの木オーナー

総与信残高（A）
27,100百万円

正常債権
24,447百万円

※上記比率は貸出金等の中に
どのくらいの金融再生法の開
示債権があるかを示していま
す。この比率が低いほど健全
な貸出金が多いと言えます。

総与信残高に占める
金融再生法開示債権の比率

9.79% (B) ÷ (A)

97.3% (C) ÷ (B)

金融再生法開示債権(B)
2,652百万円

保全額(C)
2,582百万円

破産更生債権及び
これに準ずる債権

危険債権

886百万円

1,723百万円

43百万円 要管理債権

担保・保証・引当金等
による保全率
※貸出金等の回収が困難になる等、万一の事態に備えて、
どのくらい担保や引当金で保全されているかを示します。

15百万円

1,681百万円

886百万円

平成30年2月末 13.59％
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7　 月 の 営 農 ア ド バ イ ス

南部営農センター　山川 友梨 南部営農センター  池田センター  勝野 有一郎

夏野菜の栽培管理について 「良質米生産の手引き」を再確認し良質米生産にご協力ください

園芸 水稲

梅雨明け後から野菜の収穫最盛期を迎えます。
適切な管理を行い野菜を栽培しましょう。

1 肥料
収穫最盛期になると肥料を多く必要とします。定期的に追
肥を行いましょう。追肥のコツは、根が肥料をすぐに吸収し
やすいように伸びた根の近くに施します。あまり根に近くに
肥料をかけてしまうと根への障害が出やすいので、あらかじ
め根の張っているところを確かめましょう。散布後は必ず潅
水しましょう。

2 支柱立て
茎やつるの弱いもの、草丈が高くなるものは支柱を立て誘
引をしておきましょう。

3 病害虫防除
梅雨時期や高温時期になると病気が多く発生しますので、発生予防のために予防散布を定期的に行いましょう。
害虫は干ばつや高温が続くと発生します。予防散布は葉の裏にも丁寧に散布しましょう。散布する時間は朝か夕
方の涼しい時間帯を選びましょう。

使用する作物に対して登録のある農薬を使用してください。
ラベルを必ず確認し使用時期、使用倍率、使用回数は必ず守り
ましょう。
薬害の恐れがあるため、日中の高温時の農薬散布は避けま
しょう。
病害虫の抵抗性を抑えるため、同じ農薬は避けて二種類上の
農薬を交互に使用しましょう。

・
・

・

・

4 農薬使用の注意点 無人へリコプターによる
水稲病害虫防除への
ご理解とご協力について
大北管内では、水稲の病害虫の発生を防ぐ為、作業効率が高
く農薬の飛散や騒音の少ない、無人ヘリコプターによる農薬
の一斉防除を行います。ご迷惑をおかけいたしますが、散布
に当たっては万全の注意をはらい実施いたしますので、ご理
解とご協力をお願いします。無人ヘリコプターで散布する農
薬は、人や家畜に対して安全性の高い、低毒性の薬剤（ビーム
キラップジョーカーフロアブル）を散布します。

※雨天・強風等で散布日が順延、日程変更となる場合がありますのでご注意下さい。
※散布時間は、午前5時頃から正午頃の予定です。

１.散布日程
大北管内の各地区で７月21日から８月１8日の間に実施が予定されております。
（詳しい日程につきましては、各センターにお問い合わせ下さい）

2.注意事項
薬剤散布は、十分注意して実施いたしますが、
安全で効果的な防除のために次の点にご協力下さい。
（１） 洗濯物等に散布農薬がかからないようにご注意ください。
（２） 散布農薬が家の中に入らないように、窓等は閉めてください。
（３） ハウス内の作物に農薬がかからないように散布中はご注意ください。
（４） 無人へリコプターの作業中は、危険ですので、絶対に近寄らないでください。

（１）７月の期間の前半は、平年と同様曇りや雨の日が多く、後半も平年と同様に晴れの日が多い予想となっています。
１．長期予報（一か月予報）

（１）春先の高温の影響で、田植時期により圃場ごとの生育の差が大きくなっている傾向があります。また、6月にガスの発   
　  生やアオミドロの発生が見られた圃場があります。今後の管理については、それぞれの圃場の状況を確認した上で、   
　  適切な管理が必要になります。

２．生育状況

（１）水管理
　　①天気予報には注意を払い、7月中旬の幼穂形成期からは深水で幼穂を守って下さい。
（２）穂肥の施用
　　①「大北水稲一発S80」や元肥で追肥が入っている肥料を施用した圃場での穂肥は必要ありません。その他の元肥 
　　　を施用した圃場では、稲体をしっかりと観察し、必ず幼穂長を確認してから、適期に必要量を施用して下さい。
　　　・穂肥の施用時期の目安
　　　　あきたこまち・その他早生品種 … 幼穂長 2mm
　　　　コシヒカリ・美山錦 … 幼穂長 10mm
（３）病害虫防除
　　①いもち病防除
　　　・苗箱施薬の施用により、初期の発病が抑えられていることから、近年多発へ結びつくことが少なくなっている傾
　　　  向もありますが、好適条件が今後進むような場合、圃場を観察の上、常習地帯は特に防除を徹底して下さい。
　　②カメムシ防除
　　　・薬剤防除はいもち病同時防除を含めて2回防除が基本です。
　　　・畔草刈りは、出穂後に実施すると、カメムシが水田内に侵入することから、斑点米発生に繋がりやすくなります。
　　　  7月下旬頃までには終了させ、その後は収穫1週間前まで、畔草刈りは控えて下さい。
　　　・無人ヘリコプターで防除する圃場については、散布前までに畔草刈りを済ませて下さい。

３．管理のポイント

不明の点及び詳細については、各地区営農指導員又は営農窓口にお問い合わせ下さい。

※また、8月2日（木）午前9：00より大町市常盤清水の圃場でドローン試験を行います。
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　　①「大北水稲一発S80」や元肥で追肥が入っている肥料を施用した圃場での穂肥は必要ありません。その他の元肥 
　　　を施用した圃場では、稲体をしっかりと観察し、必ず幼穂長を確認してから、適期に必要量を施用して下さい。
　　　・穂肥の施用時期の目安
　　　　あきたこまち・その他早生品種 … 幼穂長 2mm
　　　　コシヒカリ・美山錦 … 幼穂長 10mm
（３）病害虫防除
　　①いもち病防除
　　　・苗箱施薬の施用により、初期の発病が抑えられていることから、近年多発へ結びつくことが少なくなっている傾
　　　  向もありますが、好適条件が今後進むような場合、圃場を観察の上、常習地帯は特に防除を徹底して下さい。
　　②カメムシ防除
　　　・薬剤防除はいもち病同時防除を含めて2回防除が基本です。
　　　・畔草刈りは、出穂後に実施すると、カメムシが水田内に侵入することから、斑点米発生に繋がりやすくなります。
　　　  7月下旬頃までには終了させ、その後は収穫1週間前まで、畔草刈りは控えて下さい。
　　　・無人ヘリコプターで防除する圃場については、散布前までに畔草刈りを済ませて下さい。

３．管理のポイント

不明の点及び詳細については、各地区営農指導員又は営農窓口にお問い合わせ下さい。

※また、8月2日（木）午前9：00より大町市常盤清水の圃場でドローン試験を行います。
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21 20

双子座蟹　座
5/21～6/216/22～7/22

牡牛座
4/20～5/20

牡羊座
3/21～4/19

全体運 ／ 

健康運 ／ 適度に体を動かすと、元気になれそう
幸運を呼ぶ食べ物 ／サトイモ

全体運 ／ 

健康運 ／ スポーツの前には、きちんと準備運動を
幸運を呼ぶ食べ物 ／ アワビ

全体運 ／ 

健康運 ／ アクティブに過ごして。体力強化に最適
幸運を呼ぶ食べ物 ／ カボチャ

全体運 ／ 

健康運 ／ フットワークの軽さが大事。まず散歩へ
幸運を呼ぶ食べ物 ／ ゴーヤー

前向きな気持ちになれます。やってみたいことがあ
れば思い切ってチャレンジを。遠方への外出も楽し
めるはず

うっかりミスを連発しやすいかも。常に確認作業を
忘れないで。気分のリフレッシュにはハイキングが
お勧め

知的好奇心が高まる月です。読書を楽しむことで、新
しい発見がある予感。得意な分野に打ち込むのも好
結果に

やたらと人を当てにせず「自分のことは自分で行う」
姿勢が幸運の鍵に。玄関の掃除が開運を招きそう

摘果作業を体験学習として

小谷棚田サミットにむけて

　昨年度より、傾斜地での畦畔管理作業の省力化の
一つとして提案している芝の「畦畔グリーン」を、今年の
秋に小谷村で開催される棚田サミットで見学していた
だけるように準備をしています。通常は８月中旬以降に
種を直接地面に播いて発芽させますが、棚田サミットの
時に直播きと比較できるように、今回は小谷村役場、雪
印種苗、おたり支所、北部営農の協力をいただいて苗
を張り付けました。天気も良かったため、２週間ほどで芝
が活着してきている状況です。

　５月下旬、大町の宮田富吉さんのリンゴ園で京都か
ら学習旅行で来ていた中学３年生５人が、摘果作業
の体験をしているところにお伺いさせていただきまし
た。少人数で農家に泊まりながらの体験学習というこ
とでしたが、リーダー役の子を中心に作業の仕方を教
わりながら黙 と々手を動かしている姿を見て、とても良
い体験学習だと感じました。

らくらくWeb農業簿記操作研修会開催

　今年度に入って最初の研修会を、７月２６日（木）１３：００～の昼の部と１８：００～の夜の部の２回、基本操作研修と
経営支援システム研修の２部構成で開催いたします。農業簿記についてのお問い合わせ等ございましたら、農家対
策支援室までお問い合わせください。

ACB通信
え く ぼ

　当農家対策支援室が行う、無料職業紹介所では、随時、
求人・求職者を募集しています。職種は農業です。
　短時間でも、期間限定でも、農業をやってみたいと思われ
る方、手が不足している方、ご連絡ください。

届出受理番号20－特－000062

●求人情報の詳細、お問い合わせは　

ACB無料職業紹介所

大北農業協同組合無料職業紹介所
農家対策支援室（営農部）　

0261-22-1842全店よりお知らせ ▶新規出荷者随時募集中です！

　日頃はＪＡ大北農産物直売所をご利用・出荷いただき、誠にありがとうございます。　　　　　
　暑い日が続いています。いよいよ夏野菜の出荷が増えてきました。アスパラガス・きゅうり・なす・ピー
マン・ズッキーニ・たまねぎなどカレーやサラダに使いたい野菜がいっぱいです。安心・安全な地元野菜を
ぜひご利用ください。　　　　　　　　　　　

JA直売所だより

詳しくは各店へお問い合わせください。

レタス・玉ねぎが多く出荷されました。きゅうり・ブルーベリーも出始めてきました。この
季節ならではの青梅も後半出荷されています。

●

週末
セール

7月20日(金)～21日(土)
8月3日(金)～4日(土)

お盆
セール 8月10日(金)～11日(土)

松川村アルプス一番・社直売

◎６月よりあづみ病院前直売所
　毎週(火)(金)
◎８月中旬お盆セール

（セールの日程は変更する場合もあります）

大町市常盤ええっこの里

米粉うどん・米粉ラーメン・米粉パスタ好評発売中です。

6月の状況 ：

アスパラガス・キャベツ・たまねぎ・きゅうり・なす・とまと・とうも
ろこし・ブルーベリーなど。

●これからの出荷最盛になる品目 ：

●４月より「ええっこの里」に営農指導員が駐在しています。栽培のことなどお気軽にお問合せ下さい。

　野菜は、旬の時期に一番栄養価が高く、その時期に身体に必要な栄養素が詰まっています。夏野
菜は冬でもハウス栽培などで収穫はできますが、栄養価は低いと思われます。この暑い時期、夏野菜
を摂取することで身体の熱を身体の中から冷やす効果や必要な栄養がとれることが期待できます。

　この他にも夏野菜はたくさんあります。直売所に行かれたら野菜を見ながら栄養について考える
のも楽しいと思います。

汗をかいて不足しがちな水分とカリウムが多く含まれています。酢の物でいただくと効率よくビタ
ミンＣも摂取できますよ。

夏には夏の旬の野菜を食べましょう。

ＪＡ大北
オリジナル商品、

きゅうり

ビタミンＡとＣがたっぷり。夏は暑さのストレスなどにより活性酸素のダメージが受けやすい季節で
す。ビタミンＥが豊富なオリーブオイルを使って調理すると抗酸化作用が期待できます。

とまと

ビタミンＣが豊富。この時期の強い紫外線から健やかな肌を保つための効果が期待できます。ビタ
ミンＣは調理によって壊れやすいのが難点ですが、ピーマンは組織が強いため壊れにくく、安心し
て炒めて食べられます。他にもビタミンＡも含まれています。

ピーマン
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双子座蟹　座
5/21～6/216/22～7/22

牡牛座
4/20～5/20

牡羊座
3/21～4/19

全体運 ／ 

健康運 ／ 適度に体を動かすと、元気になれそう
幸運を呼ぶ食べ物 ／サトイモ

全体運 ／ 

健康運 ／ スポーツの前には、きちんと準備運動を
幸運を呼ぶ食べ物 ／ アワビ

全体運 ／ 

健康運 ／ アクティブに過ごして。体力強化に最適
幸運を呼ぶ食べ物 ／ カボチャ

全体運 ／ 

健康運 ／ フットワークの軽さが大事。まず散歩へ
幸運を呼ぶ食べ物 ／ ゴーヤー

前向きな気持ちになれます。やってみたいことがあ
れば思い切ってチャレンジを。遠方への外出も楽し
めるはず

うっかりミスを連発しやすいかも。常に確認作業を
忘れないで。気分のリフレッシュにはハイキングが
お勧め

知的好奇心が高まる月です。読書を楽しむことで、新
しい発見がある予感。得意な分野に打ち込むのも好
結果に

やたらと人を当てにせず「自分のことは自分で行う」
姿勢が幸運の鍵に。玄関の掃除が開運を招きそう

摘果作業を体験学習として

小谷棚田サミットにむけて

　昨年度より、傾斜地での畦畔管理作業の省力化の
一つとして提案している芝の「畦畔グリーン」を、今年の
秋に小谷村で開催される棚田サミットで見学していた
だけるように準備をしています。通常は８月中旬以降に
種を直接地面に播いて発芽させますが、棚田サミットの
時に直播きと比較できるように、今回は小谷村役場、雪
印種苗、おたり支所、北部営農の協力をいただいて苗
を張り付けました。天気も良かったため、２週間ほどで芝
が活着してきている状況です。

　５月下旬、大町の宮田富吉さんのリンゴ園で京都か
ら学習旅行で来ていた中学３年生５人が、摘果作業
の体験をしているところにお伺いさせていただきまし
た。少人数で農家に泊まりながらの体験学習というこ
とでしたが、リーダー役の子を中心に作業の仕方を教
わりながら黙 と々手を動かしている姿を見て、とても良
い体験学習だと感じました。

らくらくWeb農業簿記操作研修会開催

　今年度に入って最初の研修会を、７月２６日（木）１３：００～の昼の部と１８：００～の夜の部の２回、基本操作研修と
経営支援システム研修の２部構成で開催いたします。農業簿記についてのお問い合わせ等ございましたら、農家対
策支援室までお問い合わせください。

ACB通信
え く ぼ

　当農家対策支援室が行う、無料職業紹介所では、随時、
求人・求職者を募集しています。職種は農業です。
　短時間でも、期間限定でも、農業をやってみたいと思われ
る方、手が不足している方、ご連絡ください。

届出受理番号20－特－000062

●求人情報の詳細、お問い合わせは　

ACB無料職業紹介所

大北農業協同組合無料職業紹介所
農家対策支援室（営農部）　

0261-22-1842全店よりお知らせ ▶新規出荷者随時募集中です！

　日頃はＪＡ大北農産物直売所をご利用・出荷いただき、誠にありがとうございます。　　　　　
　暑い日が続いています。いよいよ夏野菜の出荷が増えてきました。アスパラガス・きゅうり・なす・ピー
マン・ズッキーニ・たまねぎなどカレーやサラダに使いたい野菜がいっぱいです。安心・安全な地元野菜を
ぜひご利用ください。　　　　　　　　　　　

JA直売所だより

詳しくは各店へお問い合わせください。

レタス・玉ねぎが多く出荷されました。きゅうり・ブルーベリーも出始めてきました。この
季節ならではの青梅も後半出荷されています。

●

週末
セール

7月20日(金)～21日(土)
8月3日(金)～4日(土)

お盆
セール 8月10日(金)～11日(土)

松川村アルプス一番・社直売

◎６月よりあづみ病院前直売所
　毎週(火)(金)
◎８月中旬お盆セール

（セールの日程は変更する場合もあります）

大町市常盤ええっこの里

米粉うどん・米粉ラーメン・米粉パスタ好評発売中です。

6月の状況 ：

アスパラガス・キャベツ・たまねぎ・きゅうり・なす・とまと・とうも
ろこし・ブルーベリーなど。

●これからの出荷最盛になる品目 ：

●４月より「ええっこの里」に営農指導員が駐在しています。栽培のことなどお気軽にお問合せ下さい。

　野菜は、旬の時期に一番栄養価が高く、その時期に身体に必要な栄養素が詰まっています。夏野
菜は冬でもハウス栽培などで収穫はできますが、栄養価は低いと思われます。この暑い時期、夏野菜
を摂取することで身体の熱を身体の中から冷やす効果や必要な栄養がとれることが期待できます。

　この他にも夏野菜はたくさんあります。直売所に行かれたら野菜を見ながら栄養について考える
のも楽しいと思います。

汗をかいて不足しがちな水分とカリウムが多く含まれています。酢の物でいただくと効率よくビタ
ミンＣも摂取できますよ。

夏には夏の旬の野菜を食べましょう。

ＪＡ大北
オリジナル商品、

きゅうり

ビタミンＡとＣがたっぷり。夏は暑さのストレスなどにより活性酸素のダメージが受けやすい季節で
す。ビタミンＥが豊富なオリーブオイルを使って調理すると抗酸化作用が期待できます。

とまと

ビタミンＣが豊富。この時期の強い紫外線から健やかな肌を保つための効果が期待できます。ビタ
ミンＣは調理によって壊れやすいのが難点ですが、ピーマンは組織が強いため壊れにくく、安心し
て炒めて食べられます。他にもビタミンＡも含まれています。

ピーマン
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天秤座蠍　座
9/23～10/2310/24～11/22

乙女座
8/23～9/22

獅子座
7/23～8/22

全体運 ／ 

健康運 ／ 心に余裕を持つことで、体調に好変化が
幸運を呼ぶ食べ物 ／ キクラゲ

全体運 ／ 

健康運 ／ 良質な睡眠を心掛けて。気力回復の兆し
幸運を呼ぶ食べ物 ／ カンパチ

全体運 ／ 

健康運 ／ 順調。自分のリズムを大切にしましょう
幸運を呼ぶ食べ物 ／ 桃

全体運 ／ 

健康運 ／ 食生活の乱れを正せば、好影響が期待大
幸運を呼ぶ食べ物 ／ ナス

自分に自信が生まれる気配。興味があることに、ど
んどんぶつかってみて。過去の失敗を乗り越える
チャンスも

ゆったり構えれば、状況は少しずつ好転してくるは
ず。焦って行動しないよう、ご用心。半身浴でリラッ
クスを

人脈のネットワークを広げていく好機。食事や飲み
に誘われたら、気軽に顔を出して。新しい趣味を持
つのも◎

自分の考えや価値観にこだわり、停滞を招く暗示。
柔軟性を発揮して。耳に痛い意見ほど現状打破に役
立ちます

23 22

JA大北オートパル
北部センター TEL.72-3920JA大北オートパル

南部センター TEL.23-7205お問い合わせ

JAオート長野 平成30年7月末日まで

サポート車支援キャンペーン
軽トラックに、安全補助装置が設定されました。

◎お得なメンテナンスパック

45,144円（税込）
19,548円～

JAオート長野では、お客様へ「安心と安全」のご提供をさせていただ
きたいと願っています。ぜひ、この機会にご相談ください。

新車軽トラックご購入の場合

（軽貨物車・2年間の場合）
車検・定期点検・オイル交換がセット

◎個人リースのご提案
（リース期間72ヶ月）

最低下取価格30,000円

サンバートラックTB  4WD  5MT

（消費税、リサイクル料金込・ナンバー付自走可能車）

自動車税、自賠責保険料、受領税、車検2回、定期点検3回、安心点検6回、オイル交換5回、
オイルフィルター交換2回がセットです。

月額 ボーナス加算なし

期間中、新車、中古車をご成約で
「室内清掃セット」プレゼント!!

新型
スーパーキャリー
登場

JA INFORMATION

年金のご相談には基礎年金番号、年金手帳（配偶者のものも）、
印鑑をご持参ください。

※随時、年金相談を受け付けております。詳しくは、各支所金融共済課まで
　お問合せ下さい。

ローン・年金相談会 日程
（時間：すべて9時～16時） （開催場所）

年金相談 ローン相談
（本所アプロード1階になります）

毎月第2・第4日曜日は、休日ローン・年金相談会の日です!!

平成30年7月19日（木）

7月22日（日）

8月12日（日）

8月18日（土）・19日（日）

8月26日（日）

○（会染支所）

○（アプロード1階）

○（アプロード1階）

―

○（アプロード1階）

―

○

○

○（県下統一ローン相談会）

○

長野県JAバンク

［ チョリスグッズがひとつもらえる！ ］Present
サマーキャンペーン

8.31FRIまで

期間中、定期貯金（期間1年以上・10万円以上）の新規お預け入れ、定期積金（掛込総
額12万円以上）の新規ご契約、JAカード・JAネットバンクの新規ご契約または各種
ローンの新規ご契約の方に、いずれかひとつ（※）プレゼントします。詳しくは、お近く
のJA窓口へ。

1NO. 2NO. 3NO.

　受講生募集!!
介護職員初任者研修
　北アルプス医療センターあづみ病院はＪＡあづみ・ＪＡ大北と共催で
平成30年度の介護職員初任者研修の受講生を募集します。
　あづみ病院や近隣介護施設などで8月～11月までの３カ月間、研修
を行い介護の基本的な知識や技術を身につけていきます。介護福祉
士の資格を目指す方はもちろん、家庭内の介護にも活かせる「介護職
員初任者研修」を受講してみませんか！

〔 募集要項 〕
1.研修期間

2.研修カリキュラム
平成30年8月21日（火）～平成30年11月30日（金）（毎週火曜・金曜日）

○講義：演習118時間　○実習：12時間　○修了評価試験：1.5時間

4.受講資格
・全課程を受講できる者　　・性別は不問
・原則55歳迄 （但し、受講意欲と就労意欲があると認めた場合は、その限りで
  はない）

5.受講料
４０，０００円（消費税込み、授業料、実習費、テキスト代含む）
※開講式当日にご持参ください
6.定員
１５名（定員になり次第締め切らせていただきます。但し定員が5名に満たない
場合は開講いたしません）

7.募集締切
平成30年8月14日（火）正午

3.研修場所
（1）講義・演習
（2）実　　  習

あづみ病院　会議室他
①介護実習（①のうち１か所にて実習）
  ・特別養護老人ホーム高瀬荘
  ・みとろクリエイト　びすたりライフ
 ②訪問介護同行訪問（②のうち１か所にて実習）
  ・JAあづみ指定訪問介護事業所
  ・JA大北指定訪問介護事業所

まで、お気軽にご連絡ください

お申込み・お問い合わせは

ＪＡ長野厚生連あづみ病院  企画管理課 ☎0261-62-3166
ＪＡあづみ 総務開発事業部福祉課 ☎0263-72-2148
JＡ大北ふれあい課（ふれあいステーションときわ）☎0261-21-1700

※事前のご予約があればスムーズな相談が行えます。

■報告事項
　専門委員会報告、5月末事業実績および第一四半期決算（損益）について、
5月末組合員新規加入状況について、平成30年度第一四半期苦情受付・対応
状況について、反社会的勢力排除対応状況について、要改善ＪＡ綱領・ＪＡバン
ク基本方針に基づく「経営管理資料」のうち全中および農林中金が定める事
項について、体制整備モニタリング報告について、内部統制報告について、ＡＬ
Ｍ委員会及び余裕金運用状況報告について、簿外資産残高報告について、
貸出金利改定について、平成30年産米出荷契約について、平成30年度カント
リー・ライスセンター利用料金価格について、平成30年水稲夏期現地指導会日
程及び応援について、平成30年度水稲無人ヘリコプター防除計画（日程）につ
いて、固定資産の取得について、子会社の第一四半期決算状況について、
「第28回ＪＡ全国大会議案」及び「第71回ＪＡ長野県大会議案」に係る意見集
約について、理事会の日程について、ＪＡしみずとの役員交流会について、主な
会議・行事について、その他
■協議事項
⑴理事の報酬配分について 
⑵役員賠償責任保険（Ｄ&Ｏ保険）の加入について
⑶（株）大北地域開発の「定款変更（案）」について
⑷固定資産の売却について
⑸固定資産の取得について
⑹農産物検査業務規程の一部改訂（案）について
⑺不良債権処理方針について
■その他事項

理事会（6月26日開催）

※景品はなくなりしだい終了とさせていただきますので、ご了承ください。
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天秤座蠍　座
9/23～10/2310/24～11/22

乙女座
8/23～9/22

獅子座
7/23～8/22

全体運 ／ 

健康運 ／ 心に余裕を持つことで、体調に好変化が
幸運を呼ぶ食べ物 ／ キクラゲ

全体運 ／ 

健康運 ／ 良質な睡眠を心掛けて。気力回復の兆し
幸運を呼ぶ食べ物 ／ カンパチ

全体運 ／ 

健康運 ／ 順調。自分のリズムを大切にしましょう
幸運を呼ぶ食べ物 ／ 桃

全体運 ／ 

健康運 ／ 食生活の乱れを正せば、好影響が期待大
幸運を呼ぶ食べ物 ／ ナス

自分に自信が生まれる気配。興味があることに、ど
んどんぶつかってみて。過去の失敗を乗り越える
チャンスも

ゆったり構えれば、状況は少しずつ好転してくるは
ず。焦って行動しないよう、ご用心。半身浴でリラッ
クスを

人脈のネットワークを広げていく好機。食事や飲み
に誘われたら、気軽に顔を出して。新しい趣味を持
つのも◎

自分の考えや価値観にこだわり、停滞を招く暗示。
柔軟性を発揮して。耳に痛い意見ほど現状打破に役
立ちます

23 22

JA大北オートパル
北部センター TEL.72-3920JA大北オートパル

南部センター TEL.23-7205お問い合わせ

JAオート長野 平成30年7月末日まで

サポート車支援キャンペーン
軽トラックに、安全補助装置が設定されました。

◎お得なメンテナンスパック

45,144円（税込）
19,548円～

JAオート長野では、お客様へ「安心と安全」のご提供をさせていただ
きたいと願っています。ぜひ、この機会にご相談ください。

新車軽トラックご購入の場合

（軽貨物車・2年間の場合）
車検・定期点検・オイル交換がセット

◎個人リースのご提案
（リース期間72ヶ月）

最低下取価格30,000円

サンバートラックTB  4WD  5MT

（消費税、リサイクル料金込・ナンバー付自走可能車）

自動車税、自賠責保険料、受領税、車検2回、定期点検3回、安心点検6回、オイル交換5回、
オイルフィルター交換2回がセットです。

月額 ボーナス加算なし

期間中、新車、中古車をご成約で
「室内清掃セット」プレゼント!!

新型
スーパーキャリー
登場

JA INFORMATION

年金のご相談には基礎年金番号、年金手帳（配偶者のものも）、
印鑑をご持参ください。

※随時、年金相談を受け付けております。詳しくは、各支所金融共済課まで
　お問合せ下さい。

ローン・年金相談会 日程
（時間：すべて9時～16時） （開催場所）

年金相談 ローン相談
（本所アプロード1階になります）

毎月第2・第4日曜日は、休日ローン・年金相談会の日です!!

平成30年7月19日（木）

7月22日（日）

8月12日（日）

8月18日（土）・19日（日）

8月26日（日）

○（会染支所）

○（アプロード1階）

○（アプロード1階）

―

○（アプロード1階）

―

○

○

○（県下統一ローン相談会）

○

長野県JAバンク

［ チョリスグッズがひとつもらえる！ ］Present
サマーキャンペーン

8.31FRIまで

期間中、定期貯金（期間1年以上・10万円以上）の新規お預け入れ、定期積金（掛込総
額12万円以上）の新規ご契約、JAカード・JAネットバンクの新規ご契約または各種
ローンの新規ご契約の方に、いずれかひとつ（※）プレゼントします。詳しくは、お近く
のJA窓口へ。

1NO. 2NO. 3NO.

　受講生募集!!
介護職員初任者研修
　北アルプス医療センターあづみ病院はＪＡあづみ・ＪＡ大北と共催で
平成30年度の介護職員初任者研修の受講生を募集します。
　あづみ病院や近隣介護施設などで8月～11月までの３カ月間、研修
を行い介護の基本的な知識や技術を身につけていきます。介護福祉
士の資格を目指す方はもちろん、家庭内の介護にも活かせる「介護職
員初任者研修」を受講してみませんか！

〔 募集要項 〕
1.研修期間

2.研修カリキュラム
平成30年8月21日（火）～平成30年11月30日（金）（毎週火曜・金曜日）

○講義：演習118時間　○実習：12時間　○修了評価試験：1.5時間

4.受講資格
・全課程を受講できる者　　・性別は不問
・原則55歳迄 （但し、受講意欲と就労意欲があると認めた場合は、その限りで
  はない）

5.受講料
４０，０００円（消費税込み、授業料、実習費、テキスト代含む）
※開講式当日にご持参ください
6.定員
１５名（定員になり次第締め切らせていただきます。但し定員が5名に満たない
場合は開講いたしません）

7.募集締切
平成30年8月14日（火）正午

3.研修場所
（1）講義・演習
（2）実　　  習

あづみ病院　会議室他
①介護実習（①のうち１か所にて実習）
  ・特別養護老人ホーム高瀬荘
  ・みとろクリエイト　びすたりライフ
 ②訪問介護同行訪問（②のうち１か所にて実習）
  ・JAあづみ指定訪問介護事業所
  ・JA大北指定訪問介護事業所

まで、お気軽にご連絡ください

お申込み・お問い合わせは

ＪＡ長野厚生連あづみ病院  企画管理課 ☎0261-62-3166
ＪＡあづみ 総務開発事業部福祉課 ☎0263-72-2148
JＡ大北ふれあい課（ふれあいステーションときわ）☎0261-21-1700

※事前のご予約があればスムーズな相談が行えます。

■報告事項
　専門委員会報告、5月末事業実績および第一四半期決算（損益）について、
5月末組合員新規加入状況について、平成30年度第一四半期苦情受付・対応
状況について、反社会的勢力排除対応状況について、要改善ＪＡ綱領・ＪＡバン
ク基本方針に基づく「経営管理資料」のうち全中および農林中金が定める事
項について、体制整備モニタリング報告について、内部統制報告について、ＡＬ
Ｍ委員会及び余裕金運用状況報告について、簿外資産残高報告について、
貸出金利改定について、平成30年産米出荷契約について、平成30年度カント
リー・ライスセンター利用料金価格について、平成30年水稲夏期現地指導会日
程及び応援について、平成30年度水稲無人ヘリコプター防除計画（日程）につ
いて、固定資産の取得について、子会社の第一四半期決算状況について、
「第28回ＪＡ全国大会議案」及び「第71回ＪＡ長野県大会議案」に係る意見集
約について、理事会の日程について、ＪＡしみずとの役員交流会について、主な
会議・行事について、その他
■協議事項
⑴理事の報酬配分について 
⑵役員賠償責任保険（Ｄ&Ｏ保険）の加入について
⑶（株）大北地域開発の「定款変更（案）」について
⑷固定資産の売却について
⑸固定資産の取得について
⑹農産物検査業務規程の一部改訂（案）について
⑺不良債権処理方針について
■その他事項

理事会（6月26日開催）

※景品はなくなりしだい終了とさせていただきますので、ご了承ください。
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魚　座
2/19～3/20

水瓶座
1/20～2/18

射手座山羊座
11/23～12/2112/22～1/19

全体運 ／ 

健康運 ／ 簡単な体操にツキ。楽なものほど効果あり
幸運を呼ぶ食べ物 ／ カワハギ

全体運 ／ 

健康運 ／ ストレスを感じやすい時期。気分転換を
幸運を呼ぶ食べ物 ／ カボス

全体運 ／ 

健康運 ／ 疲れやすいかも。十分な休息を取ること
幸運を呼ぶ食べ物 ／ オクラ

全体運 ／ 

健康運 ／ 無理は禁物です。のんびり過ごしてみて
幸運を呼ぶ食べ物 ／ レタス

行動範囲を広げると、刺激的な出会いがあるでしょ
う。新しいスポットに足を運んでみて。ネット情報に注
目を

あれこれ考え過ぎて、かえって状況を悪化させやすい
よう。開き直りの気持ちが重要。ヒーリング音楽を聴
いて

心理的に動揺しやすいよう。何をするにも、行動前に
は深呼吸で心を静めるとグッド。野菜料理を食べる
のも吉

優柔不断になり、周りに迷惑を掛けがち。信頼でき
る相談相手を見つけましょう。運気アップには花を
飾って

25 24

▼

北アルプス医療センターあづみ病院　
こころのホスピタル事業部（精神科）看護師　小笠原小百合・西村春香

﹇ 

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院 

﹈く
ら
し
の
健
康
百
科

アルコール依存症チェック

　

■人とお酒のイイ関係
　仕事帰りの一杯を毎日の楽しみとしている方、多いと思います。アルコール依存症とは、飲酒をコントロールでき
なくなる病気です。意志が弱い人、だらしない人がかかるイメージを持っていませんか？お酒を飲む人なら『誰で
も』発症の可能性があり、「大丈夫」と思っている方こそ陥りやすい病気なのです。
まずは、チェックしてみましょう。（CAGEチェックリスト）

■アルコール依存症へのプロセス　

■アルコール依存症にならないために

　「最近、飲酒量が増えた気がする…」なんてことありませんか？
依存症に陥りやすい原因には、以下が挙げられます。

　アルコール依存症がもたらす問題の中で、最も回復が難しいのは、信頼や人間関係です。飲酒が原因での遅
刻や欠勤、飲酒運転、家庭崩壊など、過度の飲酒は地域社会にも大きな損失を及ぼします。また、身体へのダ
メージも大きく、脳萎縮や肝硬変、食道静脈瘤破裂など全身に及びます。アルコール依存症患者の平均寿命は50
歳代前半と言われています。アルコール依存症は１滴でもお酒を飲むと歯止めが効かないのです。

　依存症にならないためには、「習慣飲酒」をせず「機会飲酒」にとどめることが重要です。つまり、飲む日より飲ま
ない日を増やすことです。また、食べながら飲むのも飲酒量を抑えるのに有効です。
ほどよく、楽しく、いいお酒を心掛けましょう。

　Step4で受診をおすすめします。

昨年当院病院祭にて各部署が作成したパネルを作成・展示しました。
その中で、今回は「こころのホスピタル事業部（精神科）」のパネルを紹介します。

2項目以上当てはまる場合は、アルコール依存症の可能性大です。

①飲酒量を減らさなければい
けないと感じたことはありま
すか

②他人があなたの飲酒を非
難するので気にさわったこと
はありますか

③自分の飲酒について、悪
い・申し訳ないと感じたこと
はありますか

④神経を落ち着かせたり、二
日酔いを治すために「迎え
酒」をしたことがありますか

●ストレス解消のために、お酒を飲んでいる。　●寝酒をしている。
●自分はお酒が強いから大丈夫だと思い込んでいる。　●日常的に孤独を感じている。
（実は、大勢でワイワイ飲むお酒より、一人を好む人の方が依存症に陥りやすいと言われています。）

飲み過ぎ予防になる食べながら飲むと お酒を口に
運ぶ回数が減る

アルコール吸収が
おだやかに▼ ▼ ▼

飲み会で
飲む程度

Step１ Step2 Step3 Step4 Step5 Step6

日常的に
飲む酒に

強くなってくる

酒がないと
物足りない
ほろ酔いでは
満足できない

飲むために
ウソをつく
迎え酒をする

仕事や
日常生活が
困難になる

お酒が切れると汗
をかき、風邪のよ
うな症状が出る周
りから酒を控える
ように言われる

10月21日（日） 北アルプス医療センターあづみ病院祭開催決定★ ★

【大町・松川地区】通信

TEL:0261-21-1212
※詳細は公園ホームページでもご確認いただけます。

公園ホームページ　http://www.azumino-koen.jp/
Facebook　https://www.facebook.com/azumino.OM
Twitter　https://twitter.com/@azumino_om
LINE　@azumino.park

お問い合わせ、受付時間など、詳細はアルプスあづみの公園大町・松川地区管理センターへお問い合わせください。
地域職員を現在募集しています。詳しくはあづみの公園大町・松川地区管理センター総務課までお願いします。

［あづみの公園からお
知らせ］

アルプスあづみの公
園（大町・松川地区）

では、「夏のアルプス
大冒険～ずぶぬれ覚

悟！サマースプラッシュ
」を開催します！人気の

川遊び

「スプラッシュ・リバー
」は７月１４日からスター

ト！７月は「わくわくプー
ル（幼児用）」、８月は水

遊びプールとスプリン
クラーの「スプラッシュ

・ラン

ド」・「ずぶぬれタイム
」もあります！ 7月17日か

ら8月31日まで毎日オー
プンします。夏休みも

アルプスあづみの公
園にぜひお出掛けくだ

さい。

 

アルプス大草原に水遊びプールが登
場。土日祝の「ずぶぬれタイム」では、
スプリンクラーが動きだします。
■開催日：８月１日（水）～８月２６日（日）
■時　開：１０時００分～１６時
■場　所：アルプス大草原

スプラッシュランド

小さなお子さん
から大人まで、
ロープを使って
簡単に木登りが
楽しめるツリー
イング。夏のツ
リーイングは河
畔で行う特別
版です。

■開催日：７月１５日（日）・１６日（月・祝）
■時　開：①１０時～、②１１時～、③１３時～、
               ④１４時～、⑤１５時～（１日５回）
■場　所：河畔広場　  ■対　象：６才以上　 ■受　付：当日受付
■定　員：各回１０名　■参加費：１,０００円

リバーサイド・ツリーイング

自然が創造した変化に
富む渓流で、ザブザブ
歩いたり、川の流れに
身を任せたりのフィー
ルドアスレチックを楽
しみます。

■開 催 日：７月２１日（土）～９月２日（日）
■時　　間：①９時３０分～１２時、②１３時３０分～１６時
■受　　付：事前受付  白馬ライオンアドベンチャー（０２６１‐７2‐５０６１）
■対　　象：４歳以上（中学生以下は保護者同伴）
■参 加 費：◎大人６，５００円  ◎小人５，５００円

シャワー
ピクニック

北アルプスの渓流・乳川で川遊び。冷たくてきれい
な水が流れ落ちる大きな滝は迫力満点！夏の思い出
づくりにぜひどうぞ！

■開 催 日：７月１４日（土）～８月２６日（日）
■時　　間：１０時００分～１６時
■場　　所：河畔広場
■そ の 他：

スプラッシュリバー

足元の保護のため、ウォーターシューズ等
つま先、かかとのある履物の着用必須。
ウォーターシューズの販売あり。（インフォ
メーションセンターにてお尋ねください。）

◎ファミリーパック３（大人・小人あわせて３名）１４，５００円～
◎ファミリーパック４（大人・小人あわせて４名）１９，０００円～

幼児・低学年向けの水遊びプール。
わくわくプール
■開催日：７月１４日（土）～７月２９日（日）
■時　開：１０時００分～１６時
■場　所：レンタル棟前
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魚　座
2/19～3/20

水瓶座
1/20～2/18

射手座山羊座
11/23～12/2112/22～1/19

全体運 ／ 

健康運 ／ 簡単な体操にツキ。楽なものほど効果あり
幸運を呼ぶ食べ物 ／ カワハギ

全体運 ／ 

健康運 ／ ストレスを感じやすい時期。気分転換を
幸運を呼ぶ食べ物 ／ カボス

全体運 ／ 

健康運 ／ 疲れやすいかも。十分な休息を取ること
幸運を呼ぶ食べ物 ／ オクラ

全体運 ／ 

健康運 ／ 無理は禁物です。のんびり過ごしてみて
幸運を呼ぶ食べ物 ／ レタス

行動範囲を広げると、刺激的な出会いがあるでしょ
う。新しいスポットに足を運んでみて。ネット情報に注
目を

あれこれ考え過ぎて、かえって状況を悪化させやすい
よう。開き直りの気持ちが重要。ヒーリング音楽を聴
いて

心理的に動揺しやすいよう。何をするにも、行動前に
は深呼吸で心を静めるとグッド。野菜料理を食べる
のも吉

優柔不断になり、周りに迷惑を掛けがち。信頼でき
る相談相手を見つけましょう。運気アップには花を
飾って

25 24

▼

北アルプス医療センターあづみ病院　
こころのホスピタル事業部（精神科）看護師　小笠原小百合・西村春香

﹇ 

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院 

﹈く
ら
し
の
健
康
百
科

アルコール依存症チェック

　

■人とお酒のイイ関係
　仕事帰りの一杯を毎日の楽しみとしている方、多いと思います。アルコール依存症とは、飲酒をコントロールでき
なくなる病気です。意志が弱い人、だらしない人がかかるイメージを持っていませんか？お酒を飲む人なら『誰で
も』発症の可能性があり、「大丈夫」と思っている方こそ陥りやすい病気なのです。
まずは、チェックしてみましょう。（CAGEチェックリスト）

■アルコール依存症へのプロセス　

■アルコール依存症にならないために

　「最近、飲酒量が増えた気がする…」なんてことありませんか？
依存症に陥りやすい原因には、以下が挙げられます。

　アルコール依存症がもたらす問題の中で、最も回復が難しいのは、信頼や人間関係です。飲酒が原因での遅
刻や欠勤、飲酒運転、家庭崩壊など、過度の飲酒は地域社会にも大きな損失を及ぼします。また、身体へのダ
メージも大きく、脳萎縮や肝硬変、食道静脈瘤破裂など全身に及びます。アルコール依存症患者の平均寿命は50
歳代前半と言われています。アルコール依存症は１滴でもお酒を飲むと歯止めが効かないのです。

　依存症にならないためには、「習慣飲酒」をせず「機会飲酒」にとどめることが重要です。つまり、飲む日より飲ま
ない日を増やすことです。また、食べながら飲むのも飲酒量を抑えるのに有効です。
ほどよく、楽しく、いいお酒を心掛けましょう。

　Step4で受診をおすすめします。

昨年当院病院祭にて各部署が作成したパネルを作成・展示しました。
その中で、今回は「こころのホスピタル事業部（精神科）」のパネルを紹介します。

2項目以上当てはまる場合は、アルコール依存症の可能性大です。

①飲酒量を減らさなければい
けないと感じたことはありま
すか

②他人があなたの飲酒を非
難するので気にさわったこと
はありますか

③自分の飲酒について、悪
い・申し訳ないと感じたこと
はありますか

④神経を落ち着かせたり、二
日酔いを治すために「迎え
酒」をしたことがありますか

●ストレス解消のために、お酒を飲んでいる。　●寝酒をしている。
●自分はお酒が強いから大丈夫だと思い込んでいる。　●日常的に孤独を感じている。
（実は、大勢でワイワイ飲むお酒より、一人を好む人の方が依存症に陥りやすいと言われています。）

飲み過ぎ予防になる食べながら飲むと お酒を口に
運ぶ回数が減る

アルコール吸収が
おだやかに▼ ▼ ▼

飲み会で
飲む程度

Step１ Step2 Step3 Step4 Step5 Step6

日常的に
飲む酒に

強くなってくる

酒がないと
物足りない
ほろ酔いでは
満足できない

飲むために
ウソをつく
迎え酒をする

仕事や
日常生活が
困難になる

お酒が切れると汗
をかき、風邪のよ
うな症状が出る周
りから酒を控える
ように言われる

10月21日（日） 北アルプス医療センターあづみ病院祭開催決定★ ★

【大町・松川地区】通信

TEL:0261-21-1212
※詳細は公園ホームページでもご確認いただけます。

公園ホームページ　http://www.azumino-koen.jp/
Facebook　https://www.facebook.com/azumino.OM
Twitter　https://twitter.com/@azumino_om
LINE　@azumino.park

お問い合わせ、受付時間など、詳細はアルプスあづみの公園大町・松川地区管理センターへお問い合わせください。
地域職員を現在募集しています。詳しくはあづみの公園大町・松川地区管理センター総務課までお願いします。

［あづみの公園からお
知らせ］

アルプスあづみの公
園（大町・松川地区）

では、「夏のアルプス
大冒険～ずぶぬれ覚

悟！サマースプラッシュ
」を開催します！人気の

川遊び

「スプラッシュ・リバー
」は７月１４日からスター

ト！７月は「わくわくプー
ル（幼児用）」、８月は水

遊びプールとスプリン
クラーの「スプラッシュ

・ラン

ド」・「ずぶぬれタイム
」もあります！ 7月17日か

ら8月31日まで毎日オー
プンします。夏休みも

アルプスあづみの公
園にぜひお出掛けくだ

さい。

 

アルプス大草原に水遊びプールが登
場。土日祝の「ずぶぬれタイム」では、
スプリンクラーが動きだします。
■開催日：８月１日（水）～８月２６日（日）
■時　開：１０時００分～１６時
■場　所：アルプス大草原

スプラッシュランド

小さなお子さん
から大人まで、
ロープを使って
簡単に木登りが
楽しめるツリー
イング。夏のツ
リーイングは河
畔で行う特別
版です。

■開催日：７月１５日（日）・１６日（月・祝）
■時　開：①１０時～、②１１時～、③１３時～、
               ④１４時～、⑤１５時～（１日５回）
■場　所：河畔広場　  ■対　象：６才以上　 ■受　付：当日受付
■定　員：各回１０名　■参加費：１,０００円

リバーサイド・ツリーイング

自然が創造した変化に
富む渓流で、ザブザブ
歩いたり、川の流れに
身を任せたりのフィー
ルドアスレチックを楽
しみます。

■開 催 日：７月２１日（土）～９月２日（日）
■時　　間：①９時３０分～１２時、②１３時３０分～１６時
■受　　付：事前受付  白馬ライオンアドベンチャー（０２６１‐７2‐５０６１）
■対　　象：４歳以上（中学生以下は保護者同伴）
■参 加 費：◎大人６，５００円  ◎小人５，５００円

シャワー
ピクニック

北アルプスの渓流・乳川で川遊び。冷たくてきれい
な水が流れ落ちる大きな滝は迫力満点！夏の思い出
づくりにぜひどうぞ！

■開 催 日：７月１４日（土）～８月２６日（日）
■時　　間：１０時００分～１６時
■場　　所：河畔広場
■そ の 他：

スプラッシュリバー

足元の保護のため、ウォーターシューズ等
つま先、かかとのある履物の着用必須。
ウォーターシューズの販売あり。（インフォ
メーションセンターにてお尋ねください。）

◎ファミリーパック３（大人・小人あわせて３名）１４，５００円～
◎ファミリーパック４（大人・小人あわせて４名）１９，０００円～

幼児・低学年向けの水遊びプール。
わくわくプール
■開催日：７月１４日（土）～７月２９日（日）
■時　開：１０時００分～１６時
■場　所：レンタル棟前
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川
柳

みんなの川柳
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雨
が
全
然
降
ら
な
い
と
思
い
き
や
急
な
大
雨
。

気
温
も
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
と
不
安
定
な
日

が
続
い
て
い
ま
す
。体
調
管
理
に
は
気
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。さ
て
、比
較
的
山
を
中
心
に
写

真
を
撮
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、雨
が
上
が
っ
た

後
の
夕
方
、空
を
見
る
と
雲
が
綺
麗
に
出
て
い
た

の
で
撮
影
し
て
み

ま
し
た
。普
段
は
何

も
な
く
通
り
過
ぎ

て
見
て
し
ま
う
も

の
も
、た
ま
に
見
て

み
る
と
い
い
で
す

ね
。と
て
も
心
が
癒

さ
れ
る
感
じ
が
し

ま
し
た
。 

田
中

　
7
月
2
日
付
け
で
人
事
異
動
が
発
令
と
な
り

ま
し
た
。

◎
本
所

○
総
務
部

▼
リ
ス
ク
統
括
課
長（
同
課
長
代
理
）平
林
秀一

○
試
用
期
間
の
終
了

▼
営
農
部
付
全
農
長
野
県
本
部
中
信
畜
産
酪
農

営
農
セ
ン
タ
ー
＝
嶋
田
晃
▼
会
染
支
所
金
融
共
済

課
＝
矢
口
咲
妃
▼
松
川
支
所
金
融
共
済
課
＝
田

中
杏
▼
神
城
支
所
金
融
共
済
課
＝
島
原
あ
み
▼

白
馬
支
所
金
融
共
済
課
＝
長
田
幸
大
▼
お
た
り

支
所
金
融
共
済
課
＝
花
岡
優
▼
南
部
工
機
燃
料

セ
ン
タ
ー
燃
料
課
＝
甲
斐
澤
岳
▼
同
セ
ン
タ
ー
工

機
課
＝
和
田一希

アルプスサロンCOLUMN   BOX

りんご娘

●仕事は
　今年から大北管内の病院で看護師をしています。小学生の時に今の病院に入
院したことがあり、その時の看護師さんが丁寧に接してくれたことが印象に残って
おり、現在の仕事を目指すきっかけになりました。覚えることも多く、患者さんの入れ
替わりもあるので大変だと感じることもありますが、お礼を言われた時などにとても
やりがいを感じます。できるだけ患者さんとのコミュニケーションを多くとるようにここ
ろがけています。

●理想の男性はどんな人ですか

　休日は家で好きな音楽を聞いたりしてリラックスするようにしています。またラ
イブがある時はライブに行ったりもしています。

　趣味が合う人、一緒にライブに行ってくれる人がいいですね。

　家では祖母がお米をつくっています。毎日おいしいお米が食べられるのでとて
もありがたいことだと感じています。

●休日・趣味は

●農・食に対する思い・イメージは

●これからの夢・目標は…
　まずは仕事に慣れたいです。患者さん一人ひとりに合わせた看護ができる看
護師を目指してこれから頑張っていきたいです。

～患者さんに合わせた看護を常に～

西山 明日香さん  （22）  大町市

みんなの声コーナーではお便りを
お待ちしています。身近な出来事
など、ハガキに書き、下記のあて先
までお送り下さい。ｅメール・faxで
も受け付けています。

〒398-0002 
大町市大町字光明寺3091-1
ＪＡ大北 広報担当  迄

kouhou@dhk.nn-ja.or.jp
eメールアドレス

FAX.0261-23-4831

み
ん
な
の
声

読
者
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト・絵
手
紙

な
ど
大
募
集
!!

◎
娘
の
友
達
が
山
菜
を
教
え
て
…
と
気
軽
に

了
解
し
せ
っ
か
く
だ
か
ら
食
べ
ら
れ
る
野
草

を
つ
み
天
ぷ
ら
に
、つ
い
で
に
猪
肉
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
…
。一
斗
缶
の
コ
ン
ロ
に
炭
火
焼
で

総
勢
5
人
。遠
く
は
三
重
か
ら
…
。こ
ん
な
楽

し
く
学
べ
る
こ
と
ツ
ア
ー
組
み
た
い
…
と
。い

く
ら
で
も
協
力
す
る
よ
…
と
盛
り
上
が
り
若

返
り
ま
し
た
。

大
町
市
　
60
歳
代
　
男
性

●
編
集
よ
り
／
野
草
の
天
ぷ
ら
に
、
猪
肉
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。ど
ち
ら
も
地
域
な
ら
で
は
の
食

材
で
す
ね
。ど
の
地
域
に
も
「
そ
こ
で
し
か
楽

し
め
な
い
も
の
」
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
地
元

の
人
と
の
交
流
を
通
し
て
学
ぶ
、と
て
も
面
白

い
と
思
い
ま
す
。

◎
雨
が
降
り
そ
う
で
、降
ら
な
く
て
野
菜
が
元

気
な
い
で
す
。雨
が
ほ
し
い
で
す
。

小
谷
村
　
70
歳
代
　
女
性

●
編
集
よ
り
／
今
年
も
雨
の
日
が
少
な
い
で
す

ね
。雨
不
足
の
せ
い
か
生
育
に
影
響
を
受
け
て
い

る
野
菜
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て

気
温
も
高
く
な
り
そ
う
な
の
で
水
分
補
給
を
こ

ま
め
に
し
て
熱
中
症
に
は
気
を
付
け
た
い
で
す
。

◎
雨
が
降
る
前
に
と
忙
し
く
玉
ね
ぎ
を
抜
き

軒
下
に
吊
る
し
ま
し
た
。今
年
も
い
い
で
き

で
し
た
。

松
川
村
　
70
歳
代
　
女
性

●
編
集
よ
り
／
私
も
管
内
で
収
穫
さ
れ
た
タ
マ

ネ
ギ
を
見
ま
し
た
が
、
今
年
も
玉
が
大
き
く
本

当
に
い
い
で
き
で
す
。色
々
な
料
理
に
使
え
る
玉

ね
ぎ
。お
い
し
く
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

ざ
ん
せ
つ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は「
Ｊ
Ａ
共
済
こ
ど
も
く

ら
ぶ
」と
の
協
力
で
大
北
地
域
に
住
む
子

ど
も
た
ち
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。Ｊ
Ａ

共
済
や
こ
ど
も
く
ら
ぶ
に
つ
い
て
は
お
近

く
の
支
所
、本
所
共
済
部

（
Ｔｅ
Ｌ
：
2
2‐1
8
1
5
）ま
で
。

　
少
し
人
見
知
り
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
元

気
一
杯
の
凛
ち
ゃ
ん
。比
較
的
マ
イ
ペ
ー
ス

な
性
格
の
岳
く
ん
。２
人
の
名
前
の
由
来

に
つ
い
て
聞
く
と
、凛
ち
ゃ
ん
は「
自
分
の

考
え
を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
か
ら
」、岳
く
ん
は「
北
ア
ル
プ
ス
の

山
の
よ
う
に
大
き
な
心・器
の
大
き
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
か
ら
」だ
と
い
う
。母
親
の

美
穂
さ
ん
は「
家
で
は
田
ん
ぼ
な
ど
を
や
っ

て
い
る
。２
人
が
大
き
く
な
っ
て
家
族
み
ん

な
で
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
」と
今
後
の

成
長
へ
の
期
待
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

だ
い
ほ
く

こ
ど
も
く
ら
ぶ

大町市

母
／
玉
城 

美
穂
さ
ん

長
女
／
凛（
り
ん
）ち
ゃ
ん（
3
）

長
男
／
岳（
が
く
）く
ん（
10
か
月
）

）

）
◎
人
事
異
動

左：凛ちゃん　右：岳くん

川柳の募集について
　「情報誌だいほく」では川柳を募集して
います。身の回りで起きた出来事や普段
思っていることなどを川柳にしてみません
か？ハガキに「川柳、氏名、年齢（○○歳代）
ペンネーム」を記入の上、応募は下記のあ
て先までお願いします。eメールやfaxでも
受け付けています。 応募先

縁
側
も
　
庭
ま
で
も
続
く
　
老
化
か
な

空
真
っ
赤
　
カ
メ
ラ
片
手
に
　
家
飛
び
出
す

青
虫
の
　
食
べ
る
野
菜
は
　
お
い
し
い
ね

大
町
市
　
20
歳
代
　
男
性

大
町
市
　
70
歳
代
　
女
性

白
馬
村
　
70
歳
代
　
女
性

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？頭の体操 クロスワードパズル

サヤインゲン
　
は
が
き
に
、

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

②
Ｊ
Ａ・広
報
に
対
す
る
ご
意
見
、日  

　
頃
印
象
に
残
っ
た
で
き
ご
と（「
み
ん

　
な
の
声
」コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
下
さ
い
。）

③
住
所・氏
名・年
齢・電
話
番
号

以
上
を
明
記
の
う
え
、左
記
の
宛
先
ま

で
お
送
り
下
さ
い
。

毎
月
、正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。当
選
者
の
発
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
応
募
に
際
し
て
取
得
し
た
個

人
情
報
は
、賞
品
発
送
以
外
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

ｅ
メ
ー
ル・Ｆ
A
X
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
応
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●ヨコのカギ●タテのカギ

1
2
3
4

5
7
9
11
12
13
15
16
17

夏らしい黄色い花
爪を削って整えるときに使います
アサガオやヘチマが伸ばす物
天気予報では雲のマークで
表されることが多い天候
コンパスだときれいに描けます
サッカーの主審が吹きます
舌で感じます
ウミウシも実はこの仲間
プラスの反対
ＵＡＥとも呼ばれる──首長国連邦
卵を英語でいうと
定期券を入れた──ケース
あの2人はどうも──が合わないよう
だなあ

1
3
6
7
8
10
14
16
18
19
20

水着の痕がついたり皮がめくれたり
学校の教室に並べます
酒などを量る四角い容器
ミノ、ハツ、センマイといえば
全生徒中の男子生徒の──を計算で求めた
お盆休みに帰る人もいます
プールで習うことの一つ
ビーチ──を広げて日陰をつくった
一般的に縄より太め
バットを持って1人でもできる練習
釣りに使う透明な糸

●6月の答え

kouhou@
dhk.nn-ja.or.jp

e
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ル
ア
ド
レ
ス
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6
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8
3
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月
31
日
必
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川
柳

みんなの川柳

だいほく 7

　
雨
が
全
然
降
ら
な
い
と
思
い
き
や
急
な
大
雨
。

気
温
も
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
と
不
安
定
な
日

が
続
い
て
い
ま
す
。体
調
管
理
に
は
気
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。さ
て
、比
較
的
山
を
中
心
に
写

真
を
撮
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、雨
が
上
が
っ
た

後
の
夕
方
、空
を
見
る
と
雲
が
綺
麗
に
出
て
い
た

の
で
撮
影
し
て
み

ま
し
た
。普
段
は
何

も
な
く
通
り
過
ぎ

て
見
て
し
ま
う
も

の
も
、た
ま
に
見
て

み
る
と
い
い
で
す

ね
。と
て
も
心
が
癒

さ
れ
る
感
じ
が
し

ま
し
た
。 

田
中

　
7
月
2
日
付
け
で
人
事
異
動
が
発
令
と
な
り

ま
し
た
。

◎
本
所

○
総
務
部

▼
リ
ス
ク
統
括
課
長（
同
課
長
代
理
）平
林
秀一

○
試
用
期
間
の
終
了

▼
営
農
部
付
全
農
長
野
県
本
部
中
信
畜
産
酪
農

営
農
セ
ン
タ
ー
＝
嶋
田
晃
▼
会
染
支
所
金
融
共
済

課
＝
矢
口
咲
妃
▼
松
川
支
所
金
融
共
済
課
＝
田

中
杏
▼
神
城
支
所
金
融
共
済
課
＝
島
原
あ
み
▼

白
馬
支
所
金
融
共
済
課
＝
長
田
幸
大
▼
お
た
り

支
所
金
融
共
済
課
＝
花
岡
優
▼
南
部
工
機
燃
料

セ
ン
タ
ー
燃
料
課
＝
甲
斐
澤
岳
▼
同
セ
ン
タ
ー
工

機
課
＝
和
田一希

アルプスサロンCOLUMN   BOX

りんご娘

●仕事は
　今年から大北管内の病院で看護師をしています。小学生の時に今の病院に入
院したことがあり、その時の看護師さんが丁寧に接してくれたことが印象に残って
おり、現在の仕事を目指すきっかけになりました。覚えることも多く、患者さんの入れ
替わりもあるので大変だと感じることもありますが、お礼を言われた時などにとても
やりがいを感じます。できるだけ患者さんとのコミュニケーションを多くとるようにここ
ろがけています。

●理想の男性はどんな人ですか

　休日は家で好きな音楽を聞いたりしてリラックスするようにしています。またラ
イブがある時はライブに行ったりもしています。

　趣味が合う人、一緒にライブに行ってくれる人がいいですね。

　家では祖母がお米をつくっています。毎日おいしいお米が食べられるのでとて
もありがたいことだと感じています。

●休日・趣味は

●農・食に対する思い・イメージは

●これからの夢・目標は…
　まずは仕事に慣れたいです。患者さん一人ひとりに合わせた看護ができる看
護師を目指してこれから頑張っていきたいです。

～患者さんに合わせた看護を常に～

西山 明日香さん  （22）  大町市

みんなの声コーナーではお便りを
お待ちしています。身近な出来事
など、ハガキに書き、下記のあて先
までお送り下さい。ｅメール・faxで
も受け付けています。

〒398-0002 
大町市大町字光明寺3091-1
ＪＡ大北 広報担当  迄

kouhou@dhk.nn-ja.or.jp
eメールアドレス

FAX.0261-23-4831

み
ん
な
の
声

読
者
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト・絵
手
紙

な
ど
大
募
集
!!

◎
娘
の
友
達
が
山
菜
を
教
え
て
…
と
気
軽
に

了
解
し
せ
っ
か
く
だ
か
ら
食
べ
ら
れ
る
野
草

を
つ
み
天
ぷ
ら
に
、つ
い
で
に
猪
肉
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
…
。一
斗
缶
の
コ
ン
ロ
に
炭
火
焼
で

総
勢
5
人
。遠
く
は
三
重
か
ら
…
。こ
ん
な
楽

し
く
学
べ
る
こ
と
ツ
ア
ー
組
み
た
い
…
と
。い

く
ら
で
も
協
力
す
る
よ
…
と
盛
り
上
が
り
若

返
り
ま
し
た
。

大
町
市
　
60
歳
代
　
男
性

●
編
集
よ
り
／
野
草
の
天
ぷ
ら
に
、
猪
肉
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。ど
ち
ら
も
地
域
な
ら
で
は
の
食

材
で
す
ね
。ど
の
地
域
に
も
「
そ
こ
で
し
か
楽

し
め
な
い
も
の
」
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
地
元

の
人
と
の
交
流
を
通
し
て
学
ぶ
、と
て
も
面
白

い
と
思
い
ま
す
。

◎
雨
が
降
り
そ
う
で
、降
ら
な
く
て
野
菜
が
元

気
な
い
で
す
。雨
が
ほ
し
い
で
す
。

小
谷
村
　
70
歳
代
　
女
性

●
編
集
よ
り
／
今
年
も
雨
の
日
が
少
な
い
で
す

ね
。雨
不
足
の
せ
い
か
生
育
に
影
響
を
受
け
て
い

る
野
菜
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て

気
温
も
高
く
な
り
そ
う
な
の
で
水
分
補
給
を
こ

ま
め
に
し
て
熱
中
症
に
は
気
を
付
け
た
い
で
す
。

◎
雨
が
降
る
前
に
と
忙
し
く
玉
ね
ぎ
を
抜
き

軒
下
に
吊
る
し
ま
し
た
。今
年
も
い
い
で
き

で
し
た
。

松
川
村
　
70
歳
代
　
女
性

●
編
集
よ
り
／
私
も
管
内
で
収
穫
さ
れ
た
タ
マ

ネ
ギ
を
見
ま
し
た
が
、
今
年
も
玉
が
大
き
く
本

当
に
い
い
で
き
で
す
。色
々
な
料
理
に
使
え
る
玉

ね
ぎ
。お
い
し
く
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

ざ
ん
せ
つ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は「
Ｊ
Ａ
共
済
こ
ど
も
く

ら
ぶ
」と
の
協
力
で
大
北
地
域
に
住
む
子

ど
も
た
ち
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。Ｊ
Ａ

共
済
や
こ
ど
も
く
ら
ぶ
に
つ
い
て
は
お
近

く
の
支
所
、本
所
共
済
部

（
Ｔｅ
Ｌ
：
2
2‐1
8
1
5
）ま
で
。

　
少
し
人
見
知
り
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
元

気
一
杯
の
凛
ち
ゃ
ん
。比
較
的
マ
イ
ペ
ー
ス

な
性
格
の
岳
く
ん
。２
人
の
名
前
の
由
来

に
つ
い
て
聞
く
と
、凛
ち
ゃ
ん
は「
自
分
の

考
え
を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
か
ら
」、岳
く
ん
は「
北
ア
ル
プ
ス
の

山
の
よ
う
に
大
き
な
心・器
の
大
き
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
か
ら
」だ
と
い
う
。母
親
の

美
穂
さ
ん
は「
家
で
は
田
ん
ぼ
な
ど
を
や
っ

て
い
る
。２
人
が
大
き
く
な
っ
て
家
族
み
ん

な
で
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
」と
今
後
の

成
長
へ
の
期
待
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

だ
い
ほ
く

こ
ど
も
く
ら
ぶ

大町市

母
／
玉
城 

美
穂
さ
ん

長
女
／
凛（
り
ん
）ち
ゃ
ん（
3
）

長
男
／
岳（
が
く
）く
ん（
10
か
月
）

）

）
◎
人
事
異
動

左：凛ちゃん　右：岳くん

川柳の募集について
　「情報誌だいほく」では川柳を募集して
います。身の回りで起きた出来事や普段
思っていることなどを川柳にしてみません
か？ハガキに「川柳、氏名、年齢（○○歳代）
ペンネーム」を記入の上、応募は下記のあ
て先までお願いします。eメールやfaxでも
受け付けています。 応募先

縁
側
も
　
庭
ま
で
も
続
く
　
老
化
か
な

空
真
っ
赤
　
カ
メ
ラ
片
手
に
　
家
飛
び
出
す

青
虫
の
　
食
べ
る
野
菜
は
　
お
い
し
い
ね

大
町
市
　
20
歳
代
　
男
性

大
町
市
　
70
歳
代
　
女
性

白
馬
村
　
70
歳
代
　
女
性

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？頭の体操 クロスワードパズル

サヤインゲン
　
は
が
き
に
、

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

②
Ｊ
Ａ・広
報
に
対
す
る
ご
意
見
、日  

　
頃
印
象
に
残
っ
た
で
き
ご
と（「
み
ん

　
な
の
声
」コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
下
さ
い
。）

③
住
所・氏
名・年
齢・電
話
番
号

以
上
を
明
記
の
う
え
、左
記
の
宛
先
ま

で
お
送
り
下
さ
い
。

毎
月
、正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。当
選
者
の
発
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
応
募
に
際
し
て
取
得
し
た
個

人
情
報
は
、賞
品
発
送
以
外
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

ｅ
メ
ー
ル・Ｆ
A
X
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
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●ヨコのカギ●タテのカギ

1
2
3
4

5
7
9
11
12
13
15
16
17

夏らしい黄色い花
爪を削って整えるときに使います
アサガオやヘチマが伸ばす物
天気予報では雲のマークで
表されることが多い天候
コンパスだときれいに描けます
サッカーの主審が吹きます
舌で感じます
ウミウシも実はこの仲間
プラスの反対
ＵＡＥとも呼ばれる──首長国連邦
卵を英語でいうと
定期券を入れた──ケース
あの2人はどうも──が合わないよう
だなあ

1
3
6
7
8
10
14
16
18
19
20

水着の痕がついたり皮がめくれたり
学校の教室に並べます
酒などを量る四角い容器
ミノ、ハツ、センマイといえば
全生徒中の男子生徒の──を計算で求めた
お盆休みに帰る人もいます
プールで習うことの一つ
ビーチ──を広げて日陰をつくった
一般的に縄より太め
バットを持って1人でもできる練習
釣りに使う透明な糸

●6月の答え

kouhou@
dhk.nn-ja.or.jp
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ー
ル
ア
ド
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暮らしの応援レ・シ・ピ暮らしの応援レ・シ・ピ
旬の食材やエーコープマーク品を使ったお料理の提案です。

毎日の暮らしに必要な食料品や日用品などをご自宅までお届けする宅配サービスです。

「ご紹介キャンペーン」実施中
◎安全・安心：県内産・国産品を優先的に使用し、添加物にも配慮しています。
◎便利：週2回ご自宅へ。注文いらずの「おまかせコース」・カタログから注文「選べるコース」

安心安全 便利 JA大北 食材センター
TEL・FAX.0261-

 

1230 7

安心して、全てをおまかせ下さい。JA葬祭 24時間受付

JA大北

TEL.0261-26-3300

◎搬送、通夜、法事にいたるまで対応いたします。◎個人葬から社葬まで、ご予算に応じて対応いたします。
◎寺院・公民館の葬儀の料理から後片づけまで、JAの葬祭担当がお手伝いいたします。

※自宅・公民館・寺社等での出張葬も承ります。

TEL.0261- 26-3300
■式場  ■棚上げ会場  ■親族・寺社控室  ■通夜室  ■霊安室  ■70台収容駐車場  ■霊柩車・送迎用マイクロバス

ご利用の際は、上記の電話番号をご確認の上おかけ間違いのないようにご注意ください。

JAホールおおまち
JA大北

TEL.0261-62-1700JAホールまつかわ
〒398-0001  大町市平7791-6  FAX.0261-26-3301 〒399-8501  北安曇郡松川村7051-12  FAX.0261-62-1701

かあちゃんの味
そばようかん（そばの実入り） 

鍋に水・かんてんクック・そば粉を入れ、よくかき混ぜる。
上白糖を加え、弱火で木べらなどでかき混ぜる。
鍋にたっぷりの水と蕎麦の実を入れ茹でる。沸騰したら火を
止め、水を入れ替えて2度茹でし、よく水で洗っておく。
上白糖が溶け、全体に火が通り粘りが出るまで混ぜる。
火が通ったら、容器に流しいれ、冷やし、固める。

　上白糖の入れ加減で好みの甘さに調整できます。蕎麦の風味を楽しみたければ量は少なめに、甘めが好きならば多めに入れるとよい
です。蕎麦の実を弱火でゆっくりローストしてトッピングするのもおすすめです。

今月のポイント！

そば粉…100ｇ／上白糖…50ｇ（好みで多くしてもよい）
かんてんクック…4ｇ1袋／水…500ｍｌ／蕎麦の実…適量

材料（4個分）

作り方

①
②
③

④
⑤

地元の料理をＪＡ大北女性部員の

皆さんが紹介します。
今月は、美麻支部

●作り方

23-0811

なすの肉詰め揚げ

なすに含まれる「ナスニン」はなすの皮（紫色）の色素です。ナスニンは細胞やコレステロールの酸化を防ぎ、動脈硬化を予防する働きがある
といわれています。ナスニンは水に溶けやすい性質を持っていますので長い時間、水に浸すことは避けましょう。切ってすぐに調理するようであ
れば、水に浸しておく抜きをする必要はありません。

なすはへたの周りに切り込みを入れ、余計ながくを取り除きます。
①を縦半分に切り、半分の厚さになるように切り込みを入れます（切り離さないように）。
玉ねぎはみじん切りにし、Aと混ぜ合わせます。
②の切り込んだ部分に小麦粉を薄くまぶし、③をはさみます。
鍋にめんつゆを熱し、④を入れ、中火で挽肉に火が通るまで煮ます。
みょうがは千切りにします。
器に⑤を盛り、⑥を添えます。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

長なす … 2本
玉ねぎ … 1/4個

豚挽肉 … 50g
卵 … 1/4個
パン粉 … 大さじ1

小麦粉 … 少々
揚げ油 … 適量
みょうが … 1個

めんつゆ … 1/2カップ
A

●材料（2人分）

一口メモ

JA大北発 アルプスの里 ふれあい情報誌
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国営アルプスあづみの公園／アルプスサロン／ＪAまごころ宅配「暮らしの応援レシピ」／かあちゃんの味

上程された議案と説明／第53回通常総代会質疑応答内容／平成29年度事業報告／平成30年度事業計画
税務状況や事業に関する開示／自己改革への取り組み状況
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